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国

ど
う
し
て
変
わ
る
の
？

　
市
町
村
な
ど
地
方
団
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

市
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
の
地
方
税
だ
け

を
財
源
と
し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
国
か
ら
の
国
庫
補
助

金
や
財
源
の
足
り
な
い
部
分
を
地
方
交
付
税

と
し
て
国
か
ら
受
け
取
り
、
各
種
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
や
行
政
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
可
児
市
の
平
成
１８
年
度
の
当
初
予
算
で
見

て
み
ま
す
と
、
図
１
の
よ
う
な
状
況
と
な
っ

て
お
り
、
市
税
の
ほ
か
に
所
得
譲
与
税
、
国

庫
支
出
金
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
金
額
を
プ
ラ
ス
し
て
行
政
運
営
し

て
い
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
来
、
国
は
「
地
方
に
出
来
る
こ

と
は
地
方
に
」
と
い
う
方
針
で
「
三
位
一
体

改
革
」
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国

と
市
町
村
な
ど
の
地
方
と
の
間
で
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
担
い
手
と
そ
の
財
源
配
分
を
変
え

て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
対
す
る
サ
ー
ビ

ス
の
担
い
手
は
国
で
は
な
く
、
で
き
る
だ
け

市
町
村
が
担
い
、
そ
の
た
め
の
財
源
に
つ
い

て
は
、
国
か
ら
地
方
（
市
町
村
）
へ
配
分
す

る
金
額
を
減
ら
し
、
市
町
村
自
ら
の
財
源
（
税

金
）
を
増
や
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
「
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
」
と
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
ら
れ
る
所
得
税
（
国

税
）
を
減
ら
し
、
そ
の
分
、
国
か
ら
地
方
へ

配
分
し
て
い
る
国
庫
補
助
金
や
地
方
交
付
税

を
減
ら
し
て
い
き
、
そ
の
減
少
分
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
個
人
住
民

税
（
地
方
税
）
を
増
や
し
て
い
こ
う
と
い
う

も
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
ど
の
程
度
の
増
減
に
な
る
の
か

で
す
が
、
国
全
体
の
レ
ベ
ル
の
数
字
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
国
に
対
し
て
納
め
ら
れ
る

所
得
税
を
３
兆
円
程
度
減
ら
し
て
い
く
一
方
、

皆
さ
ん
か
ら
市
町
村
な
ど
地
方
に
納
め
て
い

た
だ
く
個
人
住
民
税
（
地
方
税
）
を
３
兆
円

程
度
増
や
し
て
い
く
と
い
う
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。
〔
図
２
参
照
〕

　
こ
の
「
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
」
が

行
わ
れ
ま
す
と
、
可
児
市
の
収
入
の
構
成
に

つ
い
て
も
図
３
の
よ
う
に
、
国
庫
補
助
金
な

ど
の
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
金
額
は
減
少
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
付
し
て
い
た
だ
く
市

税
が
増
加
し
て
き
ま
す
。
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ

で
は
わ
ず
か
で
す
が
、
金
額
で
は
１０
億
円
前

後
の
増
減
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
予
測
し
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
負

担
額
が
上
が
ら
な
い
よ
う
、
個
人
住
民
税
が

多
く
な
る
分
が
所
得
税
で
減
税
さ
れ
る
仕
組

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
漓
平
成
１９
年
度
か
ら
市
民
税
・
県
民
税
（
住

民
税
）
の
所
得
割
の
税
率
が
１０
％
に
統
一
さ

れ
ま
す
。

　
市
民
税
・
県
民
税
の
所
得
割
の
税
率
は
、

従
来
、
※
「
課
税
所
得
」
の
多
少
に
よ
り

５
％
か
ら
１３
％
の
３
段
階
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
が
、
所
得
の
多
い
少
な
い
に
関
わ

ら
ず
一
律
１０
％
（
市
民
税
６
％
＋
県
民
税
４

％
）
の
税
率
に
変
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

※
課
税
所
得
と
は
･
･
･
給
与
収
入
や
事
業

収
入
な
ど
の
収
入
金
額
か
ら
給
与
所
得
控
除

や
必
要
経
費
を
差
し
引
き
し
、
「
所
得
」
を

算
出
し
ま
す
。
そ
の
上
で
、
社
会
保
険
料
控

除
、
扶
養
控
除
、
基
礎
控
除
な
ど
の
「
所
得

控
除
額
」
を
差
し
引
き
し
た
残
り
の
金
額
の

こ
と
で
す
。
こ
の
「
課
税
所
得
」
に
税
率
を

掛
け
て
所
得
割
額
の
税
額
を
計
算
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
図
４
参
照
﹈

　
②
国
税
で
あ
る
所
得
税
の
最
低
税
率
は
軽

減
さ
れ
ま
す
。

　
市
民
税
・
県
民
税
（
住
民
税
）
の
所
得
割

の
税
率
が
１０
％
に
統
一
さ
れ
る
の
に
伴
い
、

国
税
で
あ
る
所
得
税
の
税
率
も
見
直
さ
れ
ま

す
。
市
民
税
・
県
民
税
の
最
低
税
率
が
前
述

の
よ
う
に
５
％
か
ら
１０
％
に
引
き
上
げ
ら
れ

る
の
に
対
し
、
所
得
税
の
最
低
税
率
は
１０
％

か
ら
５
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
一
方
、

市
民
税
・
県
民
税
の
最
高
税
率
は
１３
％
か
ら

１０
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
の
に
対
し
、
所
得

税
の
最
高
税
率
は
３７
％
か
ら
４０
％
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
税
率
を
変
更
す
る
こ
と
で
、

今
回
の
改
正
に
よ
る
皆
さ
ん
の
税
率
は
「
市

民
税
・
県
民
税
＋
所
得
税
」
の
合
計
で
は
変

わ
ら
な
い
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
図
５
参
照
﹈

ど
う
変
わ
る
の
？

一般会計の収入内訳(単位：億円)

市税
130.7

その他
81.1

所得譲与税
 7.2

国庫支出金
13

地方交付税
8.5

一般会計の支出内訳(単位：億円)

その他
77.8

衛生費
26.7 土木費

38.7

教育費
41.3

民生費
56

住民 市町村

住民税＋３兆円

住民サービス

現在の市の歳入内訳税源移譲後

市税
54％

その他
34％

国から交付
される金額

12％

市税
58％

その他
34％

国から交付
される金額

8％

平成18年度まで

13％

5％

10％

～200万円 ～700万円 700万円～

平成19年度から

10％10％ 10％

～200万円 ～700万円 700万円～

例えば、課税所得300万円の場合の所得割額は?
200万円×5％＋(300万円－200万円)×10％＝ 20万円 　 ⇒   300万円×10％＝ 30万円

税源移譲前の税率

13％13％13％10％10％5％

37％
30％

20％
20％

10％
10％

税源移譲後の税率

10％10％10％10％10％10％

5％ 10％
20％ 23％

33％
40％

所得税
市・県民税

所得税
市・県民税

0～
195万円

195～
330万円

330～
695万円

695～
900万円

900～
1,800万円

1,800万円～ 0～
200万円

200～
330万円

330～
700万円

700～
900万円

900～
1,800万円

1,800万円～

図1

図2

図3

図4

図5

－可児市の収入構成－

－市民税・県民税の税率－

合計１５％

２０％

３０％
３３％

４３％

５０％

合計１５％

２０％

３０％
３３％

４３％

５０％

課税所得
金額

課税所得
金額

国庫支出金
△３兆円

所得税
△３兆円

この図を可児市に置き換えて考えると、３
兆円という数字は１０億円前後になると
試算されます。
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こ
の
よ
う
に
平
成
１９
年
度
か
ら
、
市
民
税
・

県
民
税
の
税
率
が
大
き
く
改
正
さ
れ
ま
す
。

平
成
１９
年
６
月
に
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
く
納

税
通
知
書
は
、
平
成
１８
年
度
ま
で
よ
り
多
い

税
額
に
な
っ
て
く
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
確
定
申
告
書
の
提
出
義
務
の

あ
る
方
の
ほ
か
、
平
成
１８
年
分
の
所
得
に
対

し
、
社
会
保
険
料
控
除
、
医
療
費
控
除
、
扶

養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
が
あ
る
方
は
、
確

定
申
告
書
又
は
、
市
・
県
民
税
申
告
書
を
提

出
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
な
ど
は
、
次
の
窓
口
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

１
、 

市
民
税
・
県
民
税
に
関
す
る
お
問
い
合

　
　
わ
せ
は
市
税
務
課
へ
　
蕁
烝
１
１
１
１

２
、
所
得
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
　

　
　
多
治
見
税
務
署
へ
　
蕁
０
５
７
２
澤
０

　
　
１
０
１

　
澆
税
率
以
外
の
調
整

　
市
民
税
・
県
民
税
と
所
得
税
の
合
計
し
た

税
率
は
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
市
民
税
・
県
民
税
と
所
得
税
で
は
各
種

の
「
所
得
控
除
」
の
控
除
単
価
が
異
な
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
配
偶
者
控
除
は
、

所
得
税
で
は
３８
万
円
で
す
が
、
市
民
税
・
県

民
税
で
は
３３
万
円
で
５
万
円
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
収
入
金
額
で
も
課

税
所
得
は
市
民
税
・
県
民
税
の
方
が
多
く
な

り
、
税
負
担
が
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
所
得
控
除
の
差
額
が
原
因
で
、

税
負
担
が
増
え
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、
そ
の

負
担
増
と
な
る
金
額
を
減
額
す
る
よ
う
な
措

置
（
調
整
控
除
）
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
、
夫
婦
と
子
供
２
人
世
帯

で
の
市
民
税
・
県
民
税
と
所
得
税
に
つ
い
て

税
源
移
譲
前
と
後
で
の
計
算
結
果
を
ま
と
め

た
の
が
次
の
表
１
で
す
。
ご
覧
の
よ
う
に
、

税
源
移
譲
の
前
後
で
市
民
皆
さ
ん
の
税
負
担

は
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
所
得
控
除
は
、
社
会
保
険
料
控
除
３０
万
円
、

　
扶
養
控
除
（
子
２
人
分
）
、
配
偶
者
控
除

　
有
と
仮
定
し
て
計
算
し
て
い
ま
す
。

※
定
率
減
税
は
、
税
源
移
譲
前
後
と
も
、
無

　
い
も
の
と
し
て
計
算
し
て
い
ま
す
。

漓
市
民
税
・
県
民
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
１９

年
度
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

②
所
得
税
は
、
平
成
１９
年
分
か
ら
変
わ
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
給
与
所
得
や
公
的
年
金

等
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
て
所
得
税
を
納
め
て

い
る
方
の
源
泉
徴
収
税
率
は
平
成
１９
年
１
月

１
日
以
後
に
支
払
い
を
受
け
ら
れ
る
分
か
ら

変
わ
っ
て
き
ま
す
。
確
定
申
告
で
所
得
税
を

納
め
て
い
る
方
は
、
平
成
１９
年
分
の
確
定
申

告
（
平
成
２０
年
３
月
１７
日
提
出
期
限
分
）
か

ら
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

１
、
定
率
減
税
の
縮
減
・
廃
止

　
平
成
１１
年
度
か
ら
景
気
対
策
と
し
て
導
入

さ
れ
て
い
た
定
率
減
税
が
平
成
１８
年
度
で
は

縮
減
さ
れ
ま
し
た
が
、
平
成
１９
年
度
か
ら
は

廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

い
つ
か
ら
変
わ
る
の
？

そ
の
他
の
改
正
事
項

２
、
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
に
つ
い
て

　
平
成
１１
年
か
ら
１８
年
ま
で
に
入
居
し
、
所

得
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
て

い
る
方
の
う
ち
、
今
回
の
税
率
の
改
正
（
税

源
移
譲
）
に
よ
り
所
得
税
の
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
に
よ
る
減
税
額
が
減
っ
て
し
ま
う

方
に
つ
い
て
、
ご
本
人
の
申
告
に
よ
り
そ
の

影
響
額
を
翌
年
度
の
市
民
税
・
県
民
税
か
ら

控
除
す
る
制
度
が
で
き
ま
す
。

　
具
体
的
な
時
期
に
つ
い
て
は
、
平
成
１９
年

分
の
所
得
税
で
の
影
響
額
を
平
成
２０
年
３
月

に
申
告
し
て
い
た
だ
き
平
成
２０
年
度
の
市
民

税
・
県
民
税
で
控
除
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。

３
、
地
震
保
険
料
控
除
の
創
設

　
所
得
か
ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
る
「
所

得
控
除
」
の
一
つ
で
あ
る
「
損
害
保
険
料
控

除
」
に
替
え
、
「
地
震
保
険
料
控
除
」
が
創

設
さ
れ
ま
す
。
（
従
来
の
損
害
保
険
料
控
除

の
う
ち
平
成
１８
年
末
ま
で
に
締
結
さ
れ
た
長

期
損
害
保
険
に
つ
い
て
は
、
従
前
ど
お
り
損

害
保
険
料
控
除
の
適
用
が
あ
り
ま
す
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
表
２
参
照
﹈

お
問
い
合
わ
せ
は

～市民税・県民税について～～市民税・県民税について～

　市民税・県民税には、それぞれ均等の額によってご負担いただく「均等割」とその人の所

得金額に応じてご負担いただく「所得割」があり、合計額を納税通知させていただきます。

　また、国税である所得税は１年間の所得に対してその年に課税されるのに対し、市民税・

県民税は前年の所得に対して課税されます。なお、市民税・県民税の課税及び徴収は両税あ

わせて市町村が行うこととされています。

所得税 市・県民税 合計 所得税 市・県民税 合計

300万円 5,000 24,000 29,000 300万円 10,000 19,000 29,000

500万円 82,000 178,000 260,000 500万円 164,000 96,000 260,000

700万円 230,500 349,500 580,000 700万円 328,000 252,000 580,000

1,000万円 768,500 619,500 1,388,000 1,000万円 866,000 522,000 1,388,000

給与収入

税源移譲前（単位：円）

給与収入

税源移譲後（単位：円）

区分 変更時期 納付時期

市民税・県民税 平成１９年度 平成１９年６月～

所　得　税 平成１９年分

平成１９年１月～
（又は確定申告で納付
の場合は、平成２０年3
月１７日まで）

区　　　分

市民税・県民税 平成20年度～

平成19年分～

地震保険料の１／２の金額
（最高2.5万円）

地震保険料の金額
（最高５万円）

所　 得　 税

適用時期控　除　金　額

（表2） （表1）

区　　分

市民税・県民税
の 定 率 減 税

廃　　　止所得割額の15％
（最高４万円）

所得割額の7.5％
（最高２万円）

平成17年度まで 平成18年度 平成19年度から

区　　　分

所　得　税
の定率減税

廃　　　止所得税額の20％
（最高25万円）

所得税額の10％
（最高12.5万円）

平成17年分まで 平成18年分 平成19年分から

－所得税と市・県民税の税額計算例－

－税率等の変更時期－

－地震保険料控除－

－定率減税の縮減・廃止－



公
判
前
整
理
手
続

Ｑ
　
１
つ
の
事
件
で
、
裁
判
員
は
何
人
選
ば

　
れ
る
の
で
す
か
？

Ａ
　
裁
判
官
３
人
に
対
し
、
裁
判
員
は
６
人

　
選
ば
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
事
件
に
よ
っ
て

　
は
裁
判
官
１
人
と
裁
判
員
４
人
で
審
理
さ

　
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

 

Ｑ
　
裁
判
員
に
選
ば
れ
た
ら
ど
の
よ
う
な
こ

　
と
を
す
る
の
で
す
か
？

Ａ
　
裁
判
官
と
一
緒
に
刑
事
事
件
の
審
理
（
公

　
判
と
い
い
ま
す
）
に
立
ち
会
い
ま
す
。
　

　
　
公
判
で
は
、
証
拠
書
類
を
取
り
調
べ
る

　
ほ
か
、
証
人
や
被
告
人
に
対
す
る
質
問
が

　
行
わ
れ
ま
す
。
裁
判
員
も
質
問
す
る
こ
と

　
が
で
き
ま
す
。

 

　
証
拠
を
す
べ
て
調
べ
た
ら
、
事
実
を
認

　
定
し
、
被
告
人
が
有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪

　
だ
と
し
た
ら
ど
ん
な
刑
に
す
る
べ
き
か
を

　
裁
判
官
と
一
緒
に
議
論
し
（
評
議
）
、
決

　
定
す
る
（
評
決
）
こ
と
に
な
り
ま
す
。
評

　
決
内
容
が
決
ま
る
と
、
法
廷
で
裁
判
長
が

　
判
決
を
宣
告
し
ま
す
。
裁
判
員
と
し
て
の

　
役
割
は
、
判
決
の
宣
告
に
よ
り
終
了
し
ま

　
す
。

 

Ｑ
　
裁
判
員
は
法
律
の
こ
と
を
知
ら
な
く
て

　
も
大
丈
夫
で
す
か
？

Ａ
　
「
法
律
に
関
す
る
知
識
」
や
「
刑
事
裁

　
判
の
手
続
」
は
、
裁
判
官
か
ら
丁
寧
に
説

　
明
さ
れ
る
の
で
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

　
裁
判
官
と
裁
判
員
と
が
十
分
に
話
し
合
い

　
な
が
ら
評
議
を
進
め
る
の
で
、
裁
判
員
の

　
皆
さ
ん
が
法
律
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識

　
を
持
っ
て
い
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

Ｑ
　
裁
判
員
に
な
る
こ
と
を
辞
退
す
る
こ
と

　
は
で
き
ま
す
か
？

Ａ
　
広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
も
ら

　
う
制
度
で
す
の
で
、
原
則
と
し
て
辞
退
で

　
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

　
次
の
よ
う
な
人
は
、
申
し
出
を
し
て
裁
判

　
所
か
ら
認
め
ら
れ
れ
ば
辞
退
す
る
こ
と
が

　
で
き
ま
す
。

 

①
７０
歳
以
上
の
人

 

②
地
方
公
共
団
体
の
議
会
議
員
（
会
期
中
）

　
③
学
生
ま
た
は
生
徒

 

④
過
去
５
年
以
内
に
裁
判
員
、
検
察
審
査

　
　
員
な
ど
を
務
め
た
こ
と
の
あ
る
人

 
⑤
過
去
１
年
以
内
に
裁
判
員
候
補
者
と
し

　
　
て
裁
判
所
に
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
人

 

⑥
一
定
の
や
む
を
得
な
い
理
由
（
重
い
病

　
　
気
や
け
が
、
同
居
の
親
族
の
介
護
、
事

　
　
業
の
著
し
い
損
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
が

　
　
あ
る
こ
と
、
父
母
の
葬
式
な
ど
）
が
あ

　
　
っ
て
、
裁
判
員
の
職
務
を
行
う
こ
と
や

　
　
裁
判
所
に
行
く
こ
と
が
困
難
な
人

 

Ｑ
　
裁
判
員
に
な
っ
た
こ
と
で
ト
ラ
ブ
ル
に

　
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

Ａ
　
裁
判
員
の
名
前
や
住
所
は
公
に
さ
れ
ま

　
せ
ん
。
ま
た
、
事
件
に
関
し
裁
判
員
に
接

　
触
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
裁
判

　
員
に
頼
み
事
を
し
た
り
、
裁
判
員
や
そ
の

　
家
族
を
脅
し
た
者
に
は
、
刑
罰
が
課
せ
ら

　
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
　

 

●
問
合
先
　
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
裁
判
を
身
近
で
分
か
り
や
す
い
も
の
に
し
、

司
法
に
対
す
る
国
民
の
皆
さ
ん
の
信
頼
を
向

上
さ
せ
る
た
め
に
、
裁
判
員
制
度
が
導
入
さ

れ
ま
す
。

 

裁
判
員
制
度
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
か
ら
選

ば
れ
た
裁
判
員
が
刑
事
裁
判
に
参
加
し
、
被

告
人
が
有
罪
か
ど
う
か
、
有
罪
の
場
合
ど
の

よ
う
な
刑
に
す
る
か
を
裁
判
官
と
一
緒
に
決

め
て
も
ら
う
制
度
で
す
。

  

裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
疑
問
に
思
わ
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。

Ｑ
　
裁
判
員
が
参
加
す
る
の
は
ど
の
よ
う
な

　
事
件
で
す
か
？

Ａ
　
国
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
の
高
い
重
大
な

　
刑
事
事
件
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

 

　
具
体
的
に
は
、
人
を
殺
し
た
場
合
（
殺

　
人
）
、
強
盗
が
人
に
け
が
を
さ
せ
た
り
、

　
死
亡
さ
せ
て
し
ま
っ
た
場
合
（
強
盗
致
死

　
傷
）
、
人
に
け
が
を
さ
せ
、
死
亡
さ
せ
て

　
し
ま
っ
た
場
合
（
傷
害
致
死
）
、
人
の
住

　
む
家
に
放
火
し
た
場
合
（
現
住
建
造
物
等

　
放
火
）
、
身
代
金
を
取
る
目
的
で
、
人
を

　
誘
拐
し
た
場
合
（
身
代
金
目
的
誘
拐
）
な

　
ど
で
す
。

 

　
全
国
の
裁
判
所
で
、
平
成
１７
年
に
受
理

　
し
た
事
件
１１
万
１
７
２
４
件
の
う
ち
、
こ

　
の
制
度
の
対
象
に
な
る
事
件
は
３
６
２
９

件
で
あ
り
、岐
阜
県
内
で
は
３７
件
と
な
り
ま
す
。

 

Ｑ
　
裁
判
員
は
ど
の
よ
う
に
し
て
選
ば
れ
る

　
　
の
で
す
か
？

Ａ
　
年
に
１
回
、
選
挙
権
の
あ
る
人
の
中
か

　
ら
、
市
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
く
じ
に
よ

　
り
裁
判
員
の
候
補
者
予
定
者
を
選
び
ま
す
。

　
選
ば
れ
た
候
補
者
予
定
者
は
裁
判
所
に
報

　
告
さ
れ
、
裁
判
所
で
「
裁
判
員
候
補
者
名

　
簿
」
に
登
録
さ
れ
ま
す
。
名
簿
に
載
っ
た

　
人
に
は
通
知
さ
れ
ま
す
。

 

　
裁
判
員
制
度
の
対
象
と
な
る
事
件
が
発

　
生
し
、
裁
判
の
日
程
が
決
ま
る
と
、
裁
判

　
所
は
、
そ
の
事
件
の
裁
判
員
候
補
者
を
裁

　
判
員
候
補
者
名
簿
の
中
か
ら
、
さ
ら
に
く

　
じ
に
よ
り
選
び
ま
す
。
選
ば
れ
た
候
補
者

　
か
ら
被
告
人
や
被
害
者
と
関
係
が
あ
る
人

　
な
ど
を
除
外
し
、除
外
さ
れ
な
か
っ
た
候
補

　
者
の
う
ち
か
ら
裁
判
員
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

平成２１年５月
までに

私
の
視
点
、私
の
感
覚
、私
の
言
葉
で
参
加

私
の
視
点
、私
の
感
覚
、私
の
言
葉
で
参
加

裁
判
員
制
度
が
始
ま
り
ま
す

裁
判
員
制
度
が
始
ま
り
ま
す

私
の
視
点
、私
の
感
覚
、私
の
言
葉
で
参
加

裁
判
員
制
度
が
始
ま
り
ま
す

裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
（
裁
判
法
）
が
、
平
成
１６
年
５
月
に

公
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
に
よ
り
、
国
民
の
司
法
へ
の
参
加
を
実
現
す
る
裁
判

員
制
度
が
、
平
成
２１
年
５
月
ま
で
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

裁
判
員
制
度
Ｑ
＆
Ａ

裁
判
員
制
度
Ｑ
＆
Ａ

裁
判
員
制
度
Ｑ
＆
Ａ

0 500 1,000 1,500

強盗致傷

殺人

現住建造物等放火

強姦致死傷

偽造通貨行使

傷害致死

強盗強姦

強制わいせつ致死傷

強盗致死

覚せい剤取締法違反

通貨偽造

危険運転致死

銃砲刀剣所持等取締法違反

麻薬特例法違反

身代金誘拐

集団強姦致死傷

麻薬及び向精神薬取締法違反

その他

罪名別にみた対象事件数（平成１７年）

起
　
　
訴

裁
判
員
の
選
任
手
続

公
判
審
理

評
議
・
評
決

判
決
宣
告

裁判員が関与する部分
検察官が、裁判所に対し、
処罰を求めて訴えを起こ
します

裁判官、検察官、弁護士の３
者で速やかに公判が行われる
よう、争点を整理します

裁判員の任務終了
裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
の
流
れ

（件）

　　　　　　　　　　　　　　　1,110

　　　　　　　　　690　　　　

　　　　322

　　　  274

           246

         205

       162

     132

    123

     118

   74

  43

 37

19

16

14

10

34

 裁判員制度の詳しい内容は各機関でも紹介してい
ます。
○岐阜地方裁判所　蕁０５８（２６２）５１２１　
　ホームページ（最高裁判所）
　http://www.courts.go.jp/
○法務省　蕁０３（３５８０）４１１１　
　ホームページ　http://www.moj.go.jp/
○岐阜地方検察庁　蕁０５８（２６２）５１１１　
　ホームページ　http://www.kensatsu.go.jp/
○日本弁護士連合会　蕁０３（３５８０）９８４１　
　ホームページ　http://www.nichibenren.or.jp/

裁判員制度

7 6広報かに ２００６.１１.１



進
む
市
史
編
さ
ん

9 8広報かに ２００6.１１.１

進
む
市
史
編
さ
ん

１１
月
１５
日
　
い
よ
い
よ
第
４
巻
受
付
開
始

　
可
児
市
は
一
歩
郊
外
に
出
れ
ば
、
い
ま
だ

に
多
く
の
自
然
が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
自

然
に
生
息
す
る
動
物
や
植
物
を
中
心
に
調
査

し
た
結
果
を
記
述
し
て
い
ま
す
。

 

自
然
編
は
、
全
ペ
ー
ジ
が
カ
ラ
ー
印
刷
で
、

可
児
市
で
産
出
さ
れ
た
化
石
や
植
物
、
動
物

な
ど
の
写
真
・
図
版
を
多
く
掲
載
し
て
い
ま

す
。

 

ま
た
、
哺
乳
動
物
や
昆
虫
、
鳥
な
ど
の
確

認
状
況
や
、
市
内
に
生
育
す
る
植
物
の
一
覧

な
ど
貴
重
な
資
料
目
録
も
あ
わ
せ
て
発
行
し

ま
す
。

﹇
各
章
と
内
容
﹈

 

第
１
章
　
地
形
・
地
質

 

第
１
章
で
は
、
可
児
市
の
位
置
・
地
形
・

地
質
の
ほ
か
、
全
国
に
誇
れ
る
哺
乳
動
物
の

化
石
を
紹
介
し
ま
す
。
象
の
仲
間
で
あ
る
ゴ

ン
フ
ォ
テ
リ
ウ
ム 

ア
ネ
ク
テ
ン
ス
や
サ
イ
の

仲
間
で
あ
る
キ
ロ
テ
リ
ウ
ム
　
プ
グ
ナ
ト
ー

ル
（
カ
ニ
サ
イ
）
を
は
じ
め
多
く
の
動
物
の

化
石
が
平
牧
や
帷
子
地
区
か
ら
産
出
し
て
い

ま
す
。
ま
た
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
、
フ
ウ
な
ど
の

多
種
の
植
物
化
石
に
つ
い
て
、
詳
細
に
記
述

し
ま
す
。

第
２
章
　
気
象
・
自
然
災
害

 

可
児
市
の
気
象
の
特
徴
と
、
濃
尾
地
震
や

伊
勢
湾
台
風
な
ど
過
去
の
自
然
災
害
に
つ
い

て
気
象
の
面
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

第
３
章
　
植
物

 

市
の
植
物
相
を
概
説
し
、
皆
さ
ん
の
身
近

に
見
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
植
物
、
ま
た
は
希

少
な
植
物
を
多
く
の
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

第
４
章
　
動
物

 

可
児
市
の
哺
乳
類
、
鳥
類
、
爬
虫
類
、
両

生
類
、
魚
類
、
貝
類
、
昆
虫
、
甲
殻
類
、
ク

モ
類
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

現
在
、
市
で
は
、
可
児
市
史
第
４
巻
自
然
・
民
俗
編
の
来
年
３
月
発
刊
を
目
指
し
て
、
編
集
を
進

め
て
い
ま
す
。

今
回
、
発
刊
す
る
可
児
市
史
第
４
巻
は
Ｂ
５
判
で
、
自
然
編
、
民
俗
編
、
各
４
０
０
ペ
ー
ジ
、
そ

し
て
自
然
編
目
録
の
３
冊
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
３
冊
で
一
つ
の
巻
と
な
り
ま
す
。

今
回
は
、
第
４
巻
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

蝟
第
４
巻
の
編
集
も
大
詰
め
蝟

可
児
市
史
第
４
巻
　
自
然
編
　
自
然
目
録

可
児
市
史
第
４
巻
　
自
然
編
　
自
然
目
録

可
児
市
史
第
４
巻
　
自
然
編
　
自
然
目
録

民
俗
っ
て
何
？
　

 

「
民
俗
」
と
は
慣
習
・
信
仰
・
伝
承
な
ど

を
含
め
た
、
そ
の
国
（
地
域
）
の
文
化
全
体

を
指
す
言
葉
で
す
。
成
文
化
さ
れ
ず
、
口
伝

え
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
先
人
の
知
恵
の
結

晶
で
あ
り
、
地
域
に
と
っ
て
も
貴
重
な
知
的

財
産
な
の
で
す
。

 

可
児
の
民
俗
の
変
化

 

戦
前
の
可
児
市
域
の
村
々
は
、
ほ
と
ん
ど

が
典
型
的
な
農
村
で
し
た
。
そ
こ
に
は
自
然

と
農
事
の
サ
イ
ク
ル
に
従
っ
た
生
活
が
あ
り
、

ム
ラ
の
鎮
守
の
森
に
は
神
々
が
息
づ
い
て
い

ま
し
た
。
食
卓
に
お
け
る
購
入
品
の
割
合
は

低
く
、
靴
や
衣
服
も
新
品
を
購
入
す
る
機
会

は
現
在
よ
り
も
少
な
く
、
繕
（
つ
く
ろ
）
っ

て
は
使
い
続
け
た
も
の
で
し
た
。

 

し
か
し
、
戦
後
の
生
活
様
式
の
変
容
や
、

住
宅
団
地
の
造
成
に
よ
る
人
口
増
加
な
ど
に

よ
っ
て
、
時
代
と
と
も
に
廃
（
す
た
）
れ
て

い
っ
た
年
中
行
事
や
生
活
習
慣
も
数
多
く
あ

り
ま
す
。

 

民
俗
調
査
を
実
施

 

市
で
は
、
民
俗
編
編
集
の
過
程
で
、
市
内

各
地
区
で
民
俗
調
査
（
お
話
会
）
を
実
施
し

ま
し
た
。
調
査
で
は
、
主
に
大
正
〜
昭
和
初

期
生
ま
れ
の
皆
さ
ん
に
、
昔
の
貴
重
な
体
験

談
を
語
っ
て
い
た
だ
き
、
廃
れ
て
し
ま
っ
た

習
慣
、
農
業
の
苦
労
や
自
給
自
足
の
生
活
、

笑
い
話
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
聞
き
取
り
の
内
容
を
ま
と

め
て
、
民
俗
編
と
し
て
発
行
す
る
も
の
で
す
。

﹇
各
章
と
内
容
﹈

第
１
章
　
社
会
生
活
（
ム
ラ
の
こ
と
、
家
族

　
　
　
　
と
親
族
、
青
年
団
な
ど
の
団
体
）

第
２
章
　
生
業
（
農
業
の
変
遷
、
可
児
の
特

　
　
　
　
産
物
、
可
児
川
の
漁
業
、
諸
職
）

第
３
章
　
交
通
・
交
易
（
道
路
、
河
川
交
通
、

　
　
　
　
交
通
手
段
、
マ
チ
と
買
い
物
）

第
４
章
　
衣
生
活
（
昔
の
衣
服
、
衣
服
の
作

　
　
　
　
り
方
、
機
織
り
）

第
５
章
　
食
生
活
（
昔
の
食
べ
物
、
季
節
の

　
　
　
　
料
理
、
行
事
食
）

第
６
章
　
住
生
活
（
昔
の
住
居
、
藁
葺
き
屋

　
　
　
　
根
の
家
、
家
の
建
て
方
）

第
７
章
　
人
の
一
生
（
結
婚
式
、
出
産
、
子

　
　
　
　
育
て
、
葬
式
）

第
８
章
　
信
仰
（
カ
ミ
と
ホ
ト
ケ
、
民
間
信

　
　
　
　
仰
、
講
集
団
）

第
９
章
　
年
中
行
事
（
一
年
の
行
事
　
正
月
、

　
　
　
　
三
月
節
供
、
盆
、
十
五
夜
な
ど
）

第
１０
章
　
祭
礼
と
芸
能
（
市
内
の
祭
、
特
徴

　
　
　
　
あ
る
祭
礼
、
宮
太
鼓
、
地
歌
舞
伎
）

第
１１
章
　
民
俗
知
識
（
自
然
、
動
植
物
に
関

　
　
　
　
す
る
言
い
伝
え
や
、
知
恵
）

予
約
受
付
開
始

 

広
報
か
に
１１
月
１５
日
号
に
予
約
申
し
込
み

用
の
は
が
き
を
折
り
込
み
ま
す
。
購
入
を
希

望
さ
れ
る
人
は
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

市
史
編
さ
ん
室
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
来

年
の
１
月
３１
日
（
水
）
（
消
印
有
効
）
ま
で

に
申
し
込
み
を
さ
れ
た
場
合
は
、
第
４
巻
の

送
料
が
無
料
と
な
り
ま
す
。

資
料
、写
真
の
収
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

 

市
史
の
編
さ
ん
に
は
、
昔
の
様
子
が
分
か

る
写
真
、
文
書
資
料
（
書
付
け
）
な
ど
、
多

く
の
資
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
地
域
の
人
々

の
暮
ら
し
が
分
か
る
資
料
、
昔
の
風
景
や
行

事
を
写
し
た
写
真
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご

一
報
く
だ
さ
い
。 

 

問
合
先
　
市
史
編
さ
ん
室
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕁
烋
４
６
０
１

可
児
市
史
第
４
巻
　
民
俗
編

可
児
市
史
第
４
巻
　
民
俗
編

可
児
市
史
第
４
巻
　
民
俗
編

イノシシセスジナガカメムシ

久々利地区でのハザかけの様子昭和３１（１９５７）年の土田の渡しの様子荷物を運ぶのに使ったセータ

　民俗の調査は、主に先人へのインタビュー
内容をそのまま記述する「聞き書き」と呼ば
れる問答形式で行い、平成１３年から平成１７年
にかけて、市内各地で多くの皆さんからお話
を聞かせていただきました。
 皆さんにお聞きしたお話の内容は多岐にわ
たるため、今回、民俗編にあまり反映するこ
とができなかった分野もあります。特に目に
見えないモノについては難しい問題で、天狗
の話やキツネに化かされた話などは「こぼれ話」
となります。聞き書きを行ったところ、ごく
最近まで人を化かすキツネが市内各地に出没
していたことが分かってきました。夜に遠く
の山にこうこうと灯るキツネ火を見たという
人も多くありました。こういった話も、はる
か昔のことではなく、現代に息づく民俗であ
るといえるでしょう。

ライトトラップの様子

ど
ん
な
ふ
う
に
調
査
し
た
の
？

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
自
然
編
―

 

調
査
は
、
現
地
に
入
っ
て
昆
虫
や
魚
・
貝
を

採
集
し
標
本
と
し
た
り
、
野
原
・
丘
陵
地
・
河

川
で
植
物
や
鳥
類
を
観
察
し
、
記
録
を
作
成
し

ま
し
た
。

 

哺
乳
動
物
は
、
人
目
に
付
か
な
い
場
所
や
、

主
に
夜
間
に
行
動
し
ま
す
。
ま
た
昆
虫
も
昼
間

に
し
か
見
ら
れ
な
い
も
の
、
夜
間
に
し
か
見
ら

れ
な
い
も
の
、
丘
陵
地
・
水
辺
と
生
息
環
境
は

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
そ
う
い
っ
た
生
き
物
を
調
査

し
た
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。
例
え
ば
、
哺
乳
類

は
、
動
物
が
赤
外
線
セ
ン
サ
ー
の
前
を
通
る
と

体
温
を
感
知
し
、
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
自

動
的
に
切
れ
る
と
い
う
装
置
で
撮
影
し
ま
し
た
。

 

ま
た
、
ガ
類
や
コ
ウ
チ
ュ
ウ
類
な
ど
の
調
査

で
は
、
主
に
ラ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
を
使
用
し
ま
し

た
。

　
ラ
イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
と
は
、
夜
間
に
林
野
に
白

い
布
を
張
り
、
そ
こ
に
強
い
光
を
当
て
、
集
ま

っ
て
き
た
昆
虫
を
採
集
す
る
方
法
で
す
。
こ
の

調
査
は
夕
方
か
ら
真
夜
中
に
か
け
て
、
と
き
に

は
夜
明
け
ま
で
行
う
こ
と
が
あ
り
、
非
常
に
根

気
の
い
る
調
査
で
す
。
こ
う
し
た
調
査
の
結
果
、

ガ
類
は
約
９
０
０
種
、
コ
ウ
チ
ュ
ウ
類
で
は
約

１
２
０
０
種
を
採

集
す
る
こ
と
に
成

功
し
ま
し
た
。
こ

の
中
に
は
県
内
で

初
め
て
採
集
さ
れ

た
も
の
も
多
数
あ

り
、
詳
細
で
貴
重

な
デ
ー
タ
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

東帷子中切でのお話会の様子

民俗調査こぼれ話
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各地区での子ども見守り活動の様子
丹羽美智子さん

作出者　Ｄｅｌｆｏｒｇｅ
作出国　ベルギー
作出年　１９６０年

　『アンネの日記』で知られるアンネフランクの

死を悼み、ベルギーの育種家がアンネの叔父へ贈

ったバラです。今現在も平和の象徴として日本を

はじめ世界各国へ広がり栽培されています。

 バラのテーマガーデン内、『アンネのバラ園』

で見ることができます。

 

（文・写真　花フェスタ記念公園）

平和を願って

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・

１０

バラの名前　Ｓｏｕｖｅｎｉｒ ｄ̀Ａｎｎｅ Ｆｒａｎｋ（スーブニール・ド・アンヌ・フランク）

豪
華
絢
爛
な
山
車
ま
つ
り 青

森
県

　
八
戸
市

●
記
　
 
媾
守
明
さ
ん（
愛
岐
ケ
丘
）

８３

 

私
の
出
身
地
は
青
森
県
八
戸
市
で
す
。
新

井
田
川
・
馬
渕
川
と
い
う
２
本
の
川
が
太
平

洋
に
注
ぎ
込
む
河
口
に
位
置
す
る
港
町
で
す
。

東
北
新
幹
線
の
終
着
駅
と
言
え
ば
お
分
か
り

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

八
戸
市
は
、
水
産
・
工
業
都
市
で
、
海
の
幸
・

山
の
幸
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
イ
カ
の
水
揚
げ
は
日
本

一
で
す
し
、
干
し
て
味
噌
汁
の
具
と
し
て
食

べ
る
「
阿
房
宮
」
と
い
う
特
産
の
食
用
菊
も

あ
り
ま
す
。

 

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
え
ば
、
８

月
１
日
か
ら
３
日
間
開
催
さ
れ
る
「
八
戸
三

社
大
祭
」
と
い
う
祭
り
が
あ
り
ま
す
。
青
森

の
「
ね
ぶ
た
」、
秋
田
の
「
竿
灯
」、
仙
台
の

「
七
夕
」、
山
形
の
「
花
笠
」
の
夏
の
東
北
四

大
祭
に
引
け
を
取
ら
な
い
祭
り
だ
と
自
負
し

て
い
ま
す
。

 

こ
の
祭
り
は
、
八
戸
に
奉
ら
れ
て
い
る
「
お

が
み
神
社
」・「
新
羅
神
社
」・「
神
明
宮
」
の

三
神
が
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
を
巡
遊
す
る
と
い

う
神
祭
の
一
つ
で
、
神
輿
を
中
心
と
し
て
供

奉
行
列
・
武
者
行
列
・
大
神
楽
・
稚
児
行
列
・

獅
子
舞
な
ど
が
連
な
り
、
こ
れ
に
各
町
内
で

毎
年
製
作
す
る
、
歌
舞
伎
や
昔
話
の
一
場
面

を
台
に
乗
せ
た
、
豪
華
絢
爛
な
山
車
２０
数
台

が
市
街
を
練
り
歩
く
と
い
う
壮
大
な
行
列
で

す
。
故
郷
を
離
れ
て
４０
数
年
に
な
り
ま
す
が
、

今
で
も
目
を
閉
じ
れ
ば
、
大
太
鼓
の
響
く
音

や
、
笛
の
音
、
山
車
を
引
く
掛
け
声
が
聞
こ

え
て
き
ま
す
。

 

人
に
自
慢
し
た

く
な
る
よ
う
な
故

郷
が
あ
る
と
思
え

る
こ
と
は
、
幸
せ

な
こ
と
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

は
ち
の
へ

い
ず 

も
り

あ
ぼ
う
き
ゅ
う

華やかに繰り広げられる山車絵巻

八戸市



 ボランティアに参加して

競技者のためにボールをセットする亀井君

　 ９月１０日日曜日に姫治公民館で行われた、
スポーツまつりのボランティアに参加しました。
 ぼくはキックターゲットを担当しました。
キックターゲットでは、ボールを準備したり、
ボール拾いをしたりして暑い中、動き回って
いたので、つかれたけれど、同じ学校の先輩
が冗談をいったりして、先輩たちとも交流が
できました。
 それにキックターゲットに来てくれた人が「楽
しかった。」とか笑顔で帰っていくととても
うれしかったです。
 そして今回中学生のボランティアに参加して、
いろんな人と交流ができたので、良い体験を
したと思うし、とても楽しかったです。
 今回、中学生のボランティアは８人しかい
ませんでした。今後いろんな人がボランティ
アに参加してくれるといいなと思います。
 今後、姫治公民館まつりや可児川清掃にも
参加するつもりです。そして他にもボランテ
ィアに参加して、地域の方々と交流していき
たいと思います。

（中部中１年）

●亀井辰典 君
子どもワクワク探偵団

11 広報かに ２００６．１１．１

ニコニコ笑顔♪パパ・ママ
だぁ～い好きだよ蟋

ぼくはお風呂でお気に入
りのおもちゃで遊ぶのが
マイブーム！

次の皆さんから浄財などの
寄付がありました。（敬称略）

社会福祉に…
●国際ソロプチミスト可児　●操歌謡教室　●荻野佑弐　
●重田道子　●ＳＥＦ実行委員会　●千とせ会　●可児市民
生児童委員連絡協議会　●空手道剛柔流練正館　●渡邊一
三　●土屋利夫

老人福祉に…
●可児市健友連合会女性部

かわいいお子さんの写真募集中！

〒509-0292　広見一丁目１番地「こっちむいてパシャッ」係
kouhou@city.kani.gifu.jp（250キロバイト～1.5メガバイト程度で
撮影）
※お子さんの名前（ふりがな）、生年月日、保護者の氏名、住所、　
電話番号、コメントを30文字程度明記してください。
（写真はデータ、プリントどちらでも可）

宛先
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９
月
２３
日
と
２４
日
の
両
日
、
文
化
創
造
セ

ン
タ
ー
で
、
今
年
で
１６
回
目
と
な
る
健
康
フ

ェ
ア
可
児
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 
２３
日
は
女
優
の
島
田
楊
子
さ
ん
が
「
い
つ

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
」
と
題
し
た
講
演
を

行
い
、
詰
め
掛
け
た
約
１
０
０
０
人
の
お
客

さ
ん
が
そ
の
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

 
２４
日
は
、
可
児
医
師
会
に
よ
る
健
康
相
談

や
健
康
測
定
機
器
の
体
験
、
可
児
歯
科
医
師

会
に
よ
る
お
口
の
健
診
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催

し
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
が
自
分
の
健
康
状

態
を
熱
心
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
な
ど
一
日
中
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
屋
外
で
は
、
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
大
会
や
市
民
団
体
に
よ
る
バ
ザ
ー
な

ど
も
行
わ
れ
、
健
康
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る

よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
１０
月
１５
日
、
兼
山
で
戦
国
武
者
行
列
「
若

獅
子
蘭
丸
２
０
０
６
」
が
行
わ
れ
、
市
内
外

か
ら
大
勢
の
人
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

 
こ
の
行
列
は
、
兼
山
で
生
ま
れ
た
森
蘭
丸

が
時
を
超
え
ふ
る
さ
と
の
地
に
よ
み
が
え
り
、

森
一
族
の
武
将
・
姫
・
や
り
隊
・
弓
隊
な
ど

と
と
も
に
勇
壮
華
麗
な
戦
国
絵
巻
を
繰
り
広

げ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
行
列
に
は
、
地
元

中
学
生
を
は
じ
め
北
海
道
、
神
奈
川
県
な
ど

全
国
か
ら
公
募
で
選
ば
れ
た
３３
人
が
参
加
。

兼
山
の
本
通
り
な
ど
約
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を

練
り
歩
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
主
参
加
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
路

上
で
の
寸
劇
や
観
客
を
巻
き
込
ん
だ
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
な
ど
も
所
々
で
行
わ
れ
、
観
客
か

ら
拍
手
や
声
援
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

健
康
フ
ェ
ア
可
児

い
つ
ま
で
も
健
康
で
生
き
生
き
と

戦
国
武
者
行
列

現
代
に
よ
み
が
え
っ
た
戦
国
武
将

ストレス度を計る計測器を体験

９／２３.２４

１０／１５

歯みがきの指導を受ける子ども

来場者に語り掛ける島田楊子さん

馬にまたがった武将がゆっくりと兼山を進む

華麗な衣装に身を包んだ姫

コースの途中で立ち回りを披露

12
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１０
月
１４
日
と
１５
日
、
帷
子
公
民
館
で
「
第

１２
回
可
児
市
長
杯
車
椅
子
ツ
イ
ン
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 
１４
日
は
、
岐
阜
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
選
手
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
市
内
の
中
学
校
チ
ー

ム
に
よ
る
対
抗
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
学

生
た
ち
は
慣
れ
な
い
車
椅
子
に
戸
惑
い
な
が

ら
も
、
積
極
的
に
パ
ス
や
シ
ュ
ー
ト
を
し
て

い
ま
し
た
。

 
１５
日
は
、
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
の
障
が
い
者
４

チ
ー
ム
が
試
合
を
行
い
ま
し
た
。
館
内
に
は
、

激
し
く
ぶ
つ
か
り
あ
う
車
椅
子
の
音
や
選
手

た
ち
の
大
き
な
掛
け
声
が
響
き
渡
り
、
手
に

汗
握
る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

 
観
客
た
ち
は
、
通
常
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
と
変

わ
ら
な
い
迫
力
あ
る
プ
レ
イ
に
、
大
き
な
声

援
と
惜
し
み
な
い
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
可
児
郷
土
歴
史
館
で
は
、
１１
月
２６
日
（
日
）

ま
で
特
別
展
「
岐
阜
県
の
縄
文
土
器
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
県
内
で
出
土
し
た
縄
文
土

器
１
１
１
点
を
紹
介
し
て
い
る
ほ
か
、
市
内

在
住
の
武
馬
正
敏
さ
ん
が
全
国
さ
ま
ざ
ま
な

縄
文
土
器
を
精
密
に
模
倣
・
再
現
し
た
作
品

の
展
示
も
同
時
開
催
し
て
い
ま
す
。

 
ま
た
、
１１
月
１１
日
（
土
）
午
後
１
時
３０
分

か
ら
、
吉
田
英
敏
さ
ん
（
日
本
考
古
学
協
会

会
員
）
を
招
い
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
入
館
無
料
で
す
。

●
問
合
先
　
同
館
蕁
焉
０
２
１
１

　
９
月
２５
日
、
今
渡
南
小
学
校
の
１
年
生
児

童
約
１
０
０
人
が
、
生
活
科
の
一
環
と
し
て

ク
リ
拾
い
を
体
験
し
ま
し
た
。

 
こ
の
日
、
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
東
側
の
ク

リ
林
を
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
同
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
役
員
や
下
恵
土
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
、
金
ば

さ
み
と
袋
を
手
に
ク
リ
拾
い
に
熱
中
し
て
い

ま
し
た
。
イ
ガ
か
ら
取
り
出
す
の
に
苦
労
し

な
が
ら
も
数
多
く
拾
い
集
め
た
ク
リ
は
、
地

元
の
和
菓
子
店
の
協
力
で
蒸
し
て
も
ら
い
、

こ
の
日
の
給
食
で
お
い
し
く
味
わ
い
ま
し

た
。

可
児
郷
土
歴
史
館
特
別
展

県
内
出
土
の
縄
文
土
器
が
ず
ら
り

ツ
イ
ン
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

迫
力
あ
る
プ
レ
イ
に
興
奮

今
渡
南
小
学
校

秋
の
味
覚
を
楽
し
ん
だ
よ

イガからクリを取り出すのって難しい

貴重な縄文土器が並ぶ会場

１０／１４．１５

９／２５９/３０～１１/２６

激しい攻防を繰り広げる選手たち

▲車椅子でプレーする中学生

優勝した蘇南中学校の皆さん

13 広報かに ２００６．１１．１



【市役所】〒509-0292 広見一丁目1番地　蕁烝1111
ホームページ http://www.city.kani.gifu.jp/

　市は、毎月第１、３土曜日に、市民課と税務
課で証明書発行業務などを行っています。
●時間　午前９時～正午
●場所　市役所（入口は庁舎西口）
●業務内容　住民票・戸籍の証明書・印鑑
証明書・各種税務証明書の発行、戸籍の
届け出の受け付け、納税相談

※住所変更と印鑑登録はできません。
　（外国人についても同様です）

　
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
花

い
っ
ぱ
い
運
動
が
、
こ
の
秋
も
実
施
さ
れ
ま

す
。

 

み
ん
な
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
時
　
１１
月
１２
日
（
日
）
午
前
中

●
内
容
　
清
掃
と
花
の
苗
植
え

清
掃
（
ご
み
拾
い
な
ど
）
　
　
　
　
　
　

・
地
区
の
花
壇
や
公
共
施
設
の
清
掃

・
ご
み
は
次
の
よ
う
に
色
分
け
し
た
収
集
袋

　
に
入
れ
、
決
め
ら
れ
た
集
積
場
所
に
集
め

　
て
く
だ
さ
い
（
後
日
、
市
が
回
収
し
ま
す
）

〔
収
集
袋
の
色
〕

可
燃
物････････････････････････

黄
色

金
物
類････････････････････

ピ
ン
ク
色

ア
ル
ミ
缶････････････････

オ
レ
ン
ジ
色

ガ
ラ
ス
類･･････････････････････

緑
色

草････････････････････････････

透
明

陶
磁
器
類････････････････････
乳
白
色

花
の
苗
植
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
地
区
の
花
壇
や
公
共
施
設
に
パ
ン
ジ
ー
の

　
花
の
苗
を
植
え
ま
す

〈
注
意
事
項
〉

・
ご
み
は
必
ず
分
別
し
て
く
だ
さ
い

・
家
庭
の
ご
み
は
回
収
し
ま
せ
ん
の
で
、
出

　
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

　
問
合
先
　
維
持
管
理
課

 

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日
　
１１
月
１８
日
（
土
）

●
時
間
　
午
前
９
時
〜
正
午

●
集
合
場
所
　
春
里
公
民
館
駐
車
場

●
コ
ー
ス
　
薬
王
寺
（
塩
見
・
神
明
・
天
地
）

　
な
ど
の
神
社
を
歩
い
て
巡
る

●
参
加
費
　
無
料

※
軽
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 

問
合
先
　
同
ク
ラ
ブ
の
伊
藤
さ
ん

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕁
烝
１
３
６
９

  

「
拝
啓
６０
年
代
、
７０
年
代
に
青
春
を
す
ご

し
た
皆
様
へ
」
実
行
委
員
会
は
、
団
塊
世
代

の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
講
演

会
や
伝
説
の
フ
ォ
ー
ク
シ
ン
ガ
ー
岡
林
信
康

さ
ん
を
招
い
て
ラ
イ
ブ
を
開
催
し
ま
す
。

 

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
期
日
　
１１
月
２５
日
（
土
）

●
場
所
　
桜
ケ
丘
公
民
館

講
演
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
時
間
　
午
後
２
時
〜
４
時
３０
分

▽
内
容
　
○
第
１
部
＝
著
書
「
団
塊
ひ
と
り

　
ぼ
っ
ち
」
で
お
な
じ
み
の
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・

　
山
口
文
憲
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
　
○
第
２

　
部
＝
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

▽
参
加
費
　
５
０
０
円

岡
林
信
康
ラ
イ
ブ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
時
間
　
午
後
６
時
３０
分
開
演
（
午
後
６
時

　
開
場
）

▽
参
加
費
　
前
売
３
０
０
０
円
、
当
日
３
５

　
０
０
円
（
全
席
自
由
）

▽
チ
ケ
ッ
ト
販
売
　
桜
ケ
丘
公
民
館

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕁
焉
０
０
５
１

　
問
合
先
　
桜
ケ
丘
公
民
館
ま
た
は
実
行
委

　
員
会
事
務
局
の
田
原
理
香
さ
ん
蕁
焉
２
９

　
２
７

  

「
つ
な
げ
よ
う
、
広
げ
よ
う
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

輒
わ
輕
」
を
合
言
葉
に
、
か
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ェ

ス
タ
２
０
０
６
を
開
催
し
ま
す
。

 

テ
ー
マ
は
「
み
ん
な
で
育
て
よ
う
、
地
域

の
宝
・
子
ど
も
た
ち
」
で
す
。
地
域
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
が
、
展
示
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど
で
活
動

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。
大
人
か
ら
子
ど
も
ま

で
、
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
　
１１
月
２６
日
（
日
）

●
時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

●
場
所
　
広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

●
内
容
　
糸
電
話
の
原
理
を
利
用
し
た
楽
器
、

　
ス
ト
リ
ン
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
コ
ン
サ
ー
ト
、

　
折
り
紙
教
室
、
民
族
衣
装
の
試
着
、
手
作

　
り
パ
ン
の
紹
介
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

　
問
合
先
　
か
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕁
烟
１
２
２
２

花
い
っ
ぱ
い
運
動

み
ん
な
で
参
加
し
よ
う

か
に
か
に
探
訪
ク
ラ
ブ

郷
土
の
神
社
・
仏
閣
を
巡
ろ
う

６０
、７０
年
代
に
青
春
を
す
ご
し
た
皆
様
へ

ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
を
開
催

Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

か
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ェ
ス
タ

 
　
　
　
　
　
２
０
０
６
開
催

催
し

E
ven

t
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募
集

In
vitation

ヤ
ン
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
６

熱
い
戦
い
を
応
援
し
よ
う

 
強
豪
バ
ン
ド
が
演
奏
で
競
い
合
い
ま
す
。

●
期
日
　
１１
月
２６
日
（
日
）

●
時
間
　
午
後
１
時
３０
分
〜
（
午
後
１
時
開

　
場
）

●
場
所
　
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下
恵
土
）

●
内
容
　
選
考
さ
れ
た
ア
マ
チ
ュ
ア
・
ミ
ュ

　
ー
ジ
シ
ャ
ン
１０
組
に
よ
る
コ
ン
テ
ス
ト

●
入
場
料
　
一
人
５
０
０
円
（
前
売
・
当
日
）

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売
　
ア
ー
ラ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

　
シ
ョ
ン
（
火
曜
休
）
　
　
蕁
烟
３
３
１
１

　
問
合
先
　
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

 

市
民
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
・
可
児
の
良

さ
の
再
発
見
部
会
は
、
第
７
回
ふ
る
さ
と
発

見
ハ
イ
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。

 

紅
葉
の
中
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
可
児

の
姿
を
、
一
緒
に
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
　
１１
月
１８
日
（
土
）
雨
天
決
行

●
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
ご
ろ

●
集
合
場
所
　
市
役
所

●
内
容
　
バ
ス
を
使
い
な
が
ら
、
西
可
児
地

　
区
の
神
社
仏
閣
、
や
す
ら
ぎ
の
森
、
さ
さ

　
ゆ
り
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
な
ど
を
巡
る

●
定
員
　
３０
人
程
度
（
先
着
順
）

●
参
加
費
　
無
料

●
持
ち
物
　
弁
当
、
水
筒

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ

　
さ
い
。

　
申
込
・
問
合
先
　
環
境
課

 

可
児
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
と
市
は
、

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子
で
料
理
を
作
り
、
野

外
で
食
べ
な
が
ら
交
流
す
る
「
お
し
ゃ
べ
り

サ
ロ
ン
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日
　
１１
月
１９
日
（
日
）

●
時
間
　
午
前
１０
時
３０
分
〜
午
後
２
時

●
場
所
　
兼
山
公
民
館

●
内
容
　
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
＆
お
し
ゃ
べ
り

　
サ
ロ
ン
（
サ
ロ
ン
の
み
の
参
加
も
可
）

●
対
象
者
　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子

●
定
員
　
３０
組
（
先
着
順
）

●
参
加
費
　
親
２
０
０
円
、
子
ど
も
無
料

　
申
込
・
問
合
先
　
こ
ど
も
課 

　
か
に
ぱ
そ
こ
ん
く
ら
ぶ
は
、
初
心
者
向
け

に
開
催
す
る
、
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
秋
冬
講
座

の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時
と
場
所
な
ど

●
対
象
者
　
シ
ニ
ア
初
心
者
お
よ
び
一
般
成

　
人

●
申
込
方
法
　
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話

　
番
号
、
希
望
コ
ー
ス
を
、
各
公
民
館
で
直

　
接
申
し
込
む
か
電
話
で
連
絡
す
る

●
申
込
開
始
日
　
１１
月
７
日
（
火
）

　
申
込
・
問
合
先
　
帷
子
公
民
館
蕁
烽
２
０

　
０
７
、
今
渡
公
民
館
蕁
澪
２
６
０
２
、
兼

　
山
公
民
館
蕁
炮
２
１
１
６

ふ
る
さ
と
発
見
ハ
イ
キ
ン
グ

秋
の
西
可
児
地
区
を

 
　
　
　
　
バ
ス
ハ
イ
ク
し
よ
う

ひ
と
り
親
家
庭
情
報
交
換
事
業

お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
を
開
催

Ｎ
Ｐ
Ｏ
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
秋
冬
講
座

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

●期日　11月18日（土）、19日（日）
●場所　花フェスタ記念公園（瀬田）　※入場無料

開会式

宮太鼓演奏

つきたてもちの
試食

農産物
出品即売会

   

安心できる食の講演会
（食プランナー 垣田達哉さん） 

 

花木素人市

お楽しみ抽選会
抽選券配布

体験学習
表彰式

お楽しみ
抽選会

トキワ
幼稚園
演奏

烏峰太鼓
演奏

スーパー宝さ
がし何かを見
つけよう！  

手作り
バターに
チャレジ

農産物
品評会
表彰式

先着1000人
花木苗
プレゼント

つつきたてもちのつ
試食

農産物
輪投げ投

○農産物品評会（特設テントで１９日１４時まで）　○ふあふあ（２日間終日、有料100円）

９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６

１８
日
貍

１９
日
豸

消防の広場、木工教室（可茂地域木材利用推進協議会）

紙飛行機教室、スピードくじ紙 ピ
木工教室（可茂地域木材利用推進協議会）利

さと い も 煮 の 試 食

紙飛行機教室、スピードくじ

東濃実業高校
吹奏楽部演奏

１１
/１８（
１０：
００
～１
５：３
０）
、１１
/１９（
９：３
０～
１５：
３０
）

可
児
農
業
祭
実
行
委
員
会（
可
児
市
）

第25回可児農業祭

※イベントの内容および時間は、都合により変更する場合があります。
●問合先　農林課

場所 講座名 期　　　日 時　間 定　員 受講料

11／18、25、12／９、
16の土曜日（全４回）

11／27、12／５(火)、11、
18の月曜日（全４回）

11／17、12／１、８、15
の金曜日（全４回）

11／18、25、12／９、16、
１／13、20、27、２／17、
24、３／10、17、24の
土曜日（全１２回）
11／27、12／５(火)、11、
18、１／15、22、29、
２／12、19、26、３／19、
26の月曜日（全12回）

帷子
公民館

今渡
公民館

兼山
公民館

初心者向けオリ
ジナルの年賀状

初心者向けオリ
ジナルの年賀状

初心者向けオリ
ジナルの年賀状

エクセル2000基礎

ワード2000基礎

デジタルカメラ
画像処理

午後１時～
３時

午後３時30分～
５時30分

午後７時30分～
９時30分

午後３時30分
～５時30分

午前10時～
正午

午後１時～
３時

16人

７人

６人

７人

16人

16人

３，４００円（教
材費含む）

３，４００円（教
材費含む）

８，９００円（教
材費含む）

15 広報かに ２００６．１１．１
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　市は、身体障がい者を対象とした平成19年度の
新規採用職員試験を次のように行います。受験資
格や試験についての詳細は、必ず試験案内で確認
してください。
１．試験実施概要

２．申込方法
　秘書課に備え付けの申込書に必要事項を記入し、
上表の受付期間内（土、日曜、祝日を除く）の午
前８時30分から午後５時までに、同課へ申し込む。
　なお、郵送の場合は受付期間内に必着すること。
●問合先　秘書課

　
可
児
市
め
だ
か
の
楽
校
は
、
水
質
・
水
生

生
物
調
査
な
ど
を
し
な
が
ら
歩
く
「
室
原
川
・

矢
戸
川
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
」
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

●
期
日
　
１１
月
２３
日
（
祝
）

●
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
ご
ろ

●
集
合
場
所
　
市
役
所
正
面
玄
関
前
（
現
地

　
ま
で
送
迎
し
ま
す
）

●
コ
ー
ス
　
室
原
川
上
流
か
ら
矢
戸
川
下
流

　
（
鬼
ヶ
島
）
付
近
ま
で
の
約
３
・
４
㎞
を

　
歩
く
（
一
部
バ
ス
利
用
）

●
定
員
　
４０
人
（
先
着
順
）

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

●
参
加
費
　
無
料

●
申
込
締
切
　
１１
月
１５
日
（
水
）

　
申
込
・
問
合
先
　
環
境
課

 

松
野
湖
と
可
児
川
を
美
し
く
す
る
会
は
、

松
野
湖
と
そ
の
上
流
お
よ
び
下
流
水
域
の
汚

濁
防
止
と
環
境
の
保
全
、
整
備
を
行
い
、
良

質
な
自
然
空
間
の
創
出
に
よ
る
生
活
環
境
の

向
上
と
地
域
産
業
の
振
興
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
瑞
浪
市
・
御
嵩
町
・
可
児
市

の
関
係
団
体
と
２
市
１
町
の
協
力
に
よ
り
活

動
し
て
い
る
団
体
で
す
。

 

そ
こ
で
、
可
児
川
の
源
流
で
あ
る
松
野
湖

周
辺
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
行
い
ま
す
。

●
期
日
　
１１
月
２６
日
（
日
）

●
時
間
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
１
時
（
バ

　
ス
は
午
前
８
時
５０
分
に
市
役
所
を
出
発
）

●
場
所
　
松
野
湖
周
辺
（
瑞
浪
市
）

※
現
地
は
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
市
役
所
か

　
ら
の
送
迎
バ
ス
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
内
容
　
松
野
湖
周
辺
の
清
掃
活
動

※
昼
食
・
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。

●
定
員
　
６０
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費
　
無
料

　
申
込
・
問
合
先
　
環
境
課

  

市
民
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
・
可
児
の
良

さ
の
再
発
見
部
会
は
、
第
７
回
ふ
る
さ
と
発

見
写
真
展
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

●
テ
ー
マ
　
可
児
市
民
の
散
歩
道

●
規
格
　
キ
ャ
ビ
ネ
（
１
２
０
袢
×
１
６
５

　
袢
）
以
上
四
つ
切
以
内

●
応
募
方
法
　
規
定
の
応
募
用
紙
に
氏
名
、

　
題
名
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
撮
影
場
所
の
略
地

　
図
を
記
入
し
、
環
境
課
ま
た
は
兼
山
振
興

　
事
務
所
、
各
連
絡
所
に
直
接
提
出
す
る
　

　
（
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
）

●
受
付
期
間
　
１２
月
１
日
（
金
）
〜
１９
年
１

　
月
３１
日
（
水
）

写
真
展

▽
期
日
　
１９
年
２
月
２４
日（
土
）、
２５
日（
日
）

　
環
境
フ
ェ
ス
タ
期
間
中

▽
場
所
　
広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

※
後
日
、
市
役
所
や
公
民
館
な
ど
で
巡
回
展

　
を
行
い
ま
す
。

　
問
合
先
　
環
境
課 

 

岐
阜
県
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
協
会
東
濃

支
部
は
、
第
５
回
東
濃
支
部
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル

フ
大
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
み
ん
な
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
　
１１
月
２６
日
（
日
）
小
雨
決
行

●
時
間
　
午
前
１０
時
〜
正
午
（
受
け
付
け
は

　
午
前
９
時
３０
分
〜
）

●
場
所
　
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
・
緑
の
丘
（
花

　
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園
南
）

●
持
ち
物
な
ど
　
運
動
の
で
き
る
服
装
（
デ

　
ィ
ス
ク
の
無
い
人
は
無
料
で
貸
し
ま
す
）

●
定
員
　
７０
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費
　
３
０
０
円
（
小
学
生
以
下
２
０

　
０
円
）

●
申
込
方
法
　
参
加
者
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、

　
住
所
、
電
話
番
号
を
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

　
ス
で
、
岐
阜
県
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
協

　
会
東
濃
支
部
事
務
局
へ
連
絡
す
る

●
申
込
締
切
　
１１
月
１９
日
（
日
）

　
申
込
・
問
合
先
　
同
事
務
局
の
中
井
さ
ん

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕁
蕭
烝
７
３
７
２

松
野
湖
と
可
児
川
を
美
し
く
す
る
会

松
野
湖
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施

可
児
市
め
だ
か
の
楽
校

川
を
観
察
し
よ
う

ふ
る
さ
と
発
見
写
真
展

写
真
を
出
展
し
ま
せ
ん
か

デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

市の職員募集市の職員募集市の職員募集

試 験 区 分 一般事務職

12月10日（日）、今渡公民館
択一式による教養試験、作文試験およ
び適性検査

１人

11／１（水）～22（水）

採用予定人員

　介護者なしで通勤、勤務ができ、次のす
べての要件を満たす人
・身体障害者手帳の交付を受けている人
・高等学校卒業程度の学力を有し、昭和46
　年4月2日～平成元年4月1日までに生まれ
　た人
・介助なしに活字印刷による筆記試験およ
　び口頭による面接試験に対応できる人

受 付 期 間

試験日、試験会
場、試験内容
（一次）

受 験 資 格

昨年の様子

【市役所】〒509-0292 広見一丁目1番地　蕁烝1111
ホームページ http://www.city.kani.gifu.jp/
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市
体
育
連
盟
は
、
可
児
市
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
場
に
あ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

を
利
用
す
る
た
め
の
、
講
習
会
の
受
講
者
を

募
集
し
ま
す
。

●
期
日
と
講
習
時
間

●
場
所
　
市
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
場
　

　（
坂
戸
・
海
洋
セ
ン
タ
ー
隣
）

●
対
象
者
　
高
校
生
以
上
の
人
（
子
ど
も
連

　
れ
の
参
加
は
不
可
）

●
定
員
　
各
１８
人
（
先
着
順
）

●
持
ち
物
　
運
動
服
・
室
内
靴

●
受
講
料
　
５
０
０
円
（
釣
り
銭
の
必
要
が

　
な
い
よ
う
に
）

●
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
体
育
連
盟
窓
口

　
で
申
し
込
む
（
当
日
の
申
し
込
み
は
受
付

　
で
き
ま
せ
ん
）

●
申
込
開
始
日
時
　
１１
月
１０
日
（
金
）
午
前

　
８
時
３０
分
〜

※
講
習
時
間
１０
分
前
に
は
受
け
付
け
を
済
ま

　
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
問
合
先
　
同
連
盟
事
務
局
蕁
烝
８
６
０
０

 
可
児
市
卓
球
協
会
は
、
可
児
市
卓
球
選
手

権
大
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日
　
１２
月
３
日
（
日
）

●
時
間
　
午
前
９
時
〜

●
場
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー
（
広
見
）

●
参
加
資
格
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

●
申
込
方
法
　
体
育
連
盟
事
務
局
（
海
洋
セ

　
ン
タ
ー
隣
・
錬
成
館
内
）
に
備
え
付
け
の

　
用
紙
で
申
し
込
む

●
申
込
締
切
　
１１
月
２４
日
（
金
）

　
問
合
先
　
同
協
会
の
鈴
木
広
行
さ
ん

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕁
烝
６
６
４
０

  
里
山
の
木
の
枝
や
木
の
実
・
つ
る
を
使
っ

て
親
子
で
リ
ー
ス
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

●
期
日
　
１２
月
１６
日
（
土
）

●
時
間
　
午
前
１０
時
〜
正
午

●
場
所
　
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
可
児
分
室
　

　（
坂
戸
）

●
対
象
者
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

●
定
員
　
１０
組
２０
人
（
抽
選
）

●
参
加
費
　
無
料

●
申
込
方
法
　「
土
曜
親
子
体
験
学
園
第
９

　
回
」、
児
童
の
氏
名
・
学
校
名
・
学
年
、　

　
保
護
者
の
氏
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電

　
話
番
号
を
記
入
し
、
は
が
き
（
〒
５
０
９

　
蝟
０
２
４
１
坂
戸
１
２
０
４
蝟
１
）
か
フ

　
ァ
ク
ス
（
蕭
烟
０
６
６
７
）
で
総
合
教
育

　
セ
ン
タ
ー
可
児
分
室
あ
て
に
送
る

●
申
込
締
切
　
１１
月
３０
日
（
木
）
必
着

　
問
合
先
　
同
分
室
　
　
　
蕁
烝
３
９
２
２

 「
福
祉
」
を
テ
ー
マ
に
市
内
の
公
共
施
設

を
見
学
す
る
、
市
政
見
学
バ
ス
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

●
期
日
　
１２
月
６
日
（
水
）

●
時
間
　
午
前
９
時
４０
分
〜
午
後
２
時
２０
分

　（
午
前
９
時
３０
分
集
合
）

●
集
合
場
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）

●
対
象
者
　
一
般
成
人
（
乳
幼
児
は
同
伴
で

　
き
ま
せ
ん
）

●
定
員
　
３０
人
（
抽
選
）

●
コ
ー
ス
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
車
い
す
体
験
）

　
蝸
兼
山
や
す
ら
ぎ
館
（
昼
食
）
蝸
ふ
れ
あ

　
い
の
里
可
児
（
中
恵
土
）

※
昼
食
は
弁
当
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切
　
１１
月
２４
日
（
金
）

　
申
込
・
問
合
先
　
市
政
情
報
課

 
必
ず
電
話
し
て
か
ら
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
期
日
　
１１
月
２３
日
（
祝
）

●
診
療
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
南
可
児
歯
科
（
下
切
）

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕁
烝
５
５
８
４

　
問
合
先
　
健
康
増
進
課

可
児
市
卓
球
協
会

卓
球
選
手
権
に
参
加
し
よ
う

市
政
見
学
バ
ス

福
祉
を
テ
ー
マ
に
市
内
を
巡
ろ
う

案
内

G
u

id
an

ce

休
日
の
歯
科
診
療
当
番

１１
月
の
休
日
の
歯
科
診
療
当
番

体
育
連
盟

体
力
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

岐
阜
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
可
児
分
室

土
曜
親
子
体
験
学
園

 

第
９
回
・
リ
ー
ス
を
つ
く
ろ
う

市の職員募集

期　　日

１２月２日（土）

１２月６日（水）

１２月１３日（水）

１２月２２日（金）

午後７時～
９時

午後７時～
９時

午前１０時～
正午

講習時間わくわく体験館

　わくわく体験館のガラス工房では、「クリス

マスを彩るステンド小物」の受講生を募集し

ます。

●期日　１１月２６日（日）、２７日（月）

●時間　午前９時～正午（両日）

●場所　わくわく体験館（塩河）

●内容　ステンドグラスの技法で、クリスマス

　　　　の飾りが付いたミニハウスを作る　

　　　　（ライト付き）

●対象者　小学５年生以上

●定　員　各２０人（抽選）

●参加費　４,５００円（材料費含む）

●持ち物　軍手、ガラスをふくタオル、エプロ

　　　　　ン

●申込締切　１１月１８日（土）

●申込・問合先　同館　蕁烽１５１５



　
冬
季
（
１２
月
〜
２
月
）
は
、
積
雪
に
よ
る

重
み
に
よ
り
、
木
や
竹
な
ど
が
道
路
に
倒
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
交
通
の
支
障
と
な
り
、

多
く
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
掛
け
る
状
況
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

         

所
有
者
の
皆
さ
ん
は
、
い
ま
一
度
現
地
を

確
認
し
て
い
た
だ
き
、
早
め
に
伐
採
す
る
な

ど
の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。
個
人
で
対
応

で
き
な
い
場
合
は
、
施
行
業
者
を
紹
介
し
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
問
合
先
　
維
持
管
理
課

 

男
性
に
求
め
ら
れ
る
姿
も
時
代
と
と
も
に

変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
自
分
の
居
場
所
は

あ
り
ま
す
か
？

 

い
つ
ま
で
も
元
気
に
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ

う
、
夫
婦
、
職
場
、
健
康
、
老
後
、
地
域
社

会
な
ど
を
話
題
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
診
断

士
を
囲
み
、
自
由
に
男
の
本
音
を
語
り
合
い

ま
せ
ん
か
。

 

申
し
込
み
は
不
要
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

●
期
日
　
１１
月
１１
日
（
土
）

●
時
間
　
午
後
２
時
〜
３
時

●
場
所
　
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下
恵
土
）

　
問
合
先
　
総
合
政
策
課

  

県
統
計
協
会
が
発
行
す
る
平
成
１９
年
版
岐

阜
県
民
手
帳
を
販
売
し
ま
す
。
最
新
の
各
種

統
計
資
料
や
、
日
常
生
活
に
役
立
つ
情
報
な

ど
が
収
録
さ
れ
た
、
便
利
で
使
い
や
す
い
手

帳
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
大
き
さ
　
１７
・
３
袍
×
９
・
１
袍

●
価
格
　
４
８
０
円
（
税
込
み
）

●
販
売
期
間
　
１１
月
１３
日
（
月
）
〜
１９
年
１

　
月
３１
日
（
水
）

●
販
売
場
所
　
市
総
合
政
策
課
ま
た
は
兼
山

　
振
興
事
務
所
、
各
連
絡
所

　
問
合
先
　
総
合
政
策
課

 

多
治
見
税
務
署
は
「
平
成
１８
年
分
の
年
末

調
整
説
明
会
」
と
、
青
色
申
告
さ
れ
る
人
の

「
個
人
青
色
決
算
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日
　
１１
月
１７
日
（
金
）

●
場
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）

年
末
調
整
説
明
会

▽
時
間
　
午
前
１０
時
３０
分
〜
正
午

▽
内
容
　
年
末
調
整
に
つ
い
て

▽
対
象
者
　
各
事
業
所
給
与
担
当
者

個
人
青
色
決
算
説
明
会

▽
時
間
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

▽
内
容
　
所
得
税
の
青
色
決
算
書
の
作
成
方

　
法
に
つ
い
て

▽
対
象
者
　
所
得
税
の
青
色
申
告
を
す
る
人

　
問
合
先
　
多
治
見
税
務
署
蕁
０
５
７
２
澤

　
０
１
０
１
ま
た
は
市
税
務
課

 

図
書
館
は
、
除
籍
し
た
古
い
資
料
（
雑
誌
、

図
書
）
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
リ
ユ
ー
ス
（
再

活
用
）
本
と
し
て
無
料
で
譲
り
ま
す
。

●
期
日
　
１１
月
２３
日
（
祝
）

●
時
間
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

●
場
所
　
図
書
館
本
館
（
広
見
）

●
対
象
者
　
市
民

●
冊
数
　
一
人
１０
冊
ま
で

※
当
日
は
休
館
日
の
た
め
、
通
常
業
務
は
行

　
い
ま
せ
ん
。

　
問
合
先
　
図
書
館
本
館
　
蕁
烝
５
１
２
０

積
雪
に
よ
る
道
路
災
害

竹
や
ぶ
の
伐
採
を
！

男
女
共
同
参
画
・
交
流
サ
ロ
ン

男
の
し
ゃ
べ
り
場

県
民
手
帳

平
成
１９
年
版
を
販
売
し
ま
す

図
書
館

除
籍
本
を
譲
り
ま
す

多
治
見
税
務
署

年
末
調
整
と
青
色
申
告
の

 

　
　
　
　
　
説
明
会
を
開
催

景観計画

はがきや電子メールでご意見をお寄せください

地域別懇談会に参加を
　市は現在、良好な景観を形成するため「景観計画」の策定を行
っています。計画は行政だけではなく、市民、事業者の皆さんと
協働でつくっていきたいと考えています。
　そこで、景観特性によって分けた次の地域で懇談会を実施しま
す。地域の景観資源や意見、提案などをお聞かせください。皆さ
んの参加をお待ちしています。
●地区・期日と場所

景観に関する意見や提案を広く募集しています。
　漓好きな市内の自然景観（山・河川・田園・樹木など）
　滷好きな市内の都市景観（街並み・建物など）
　澆市内の景観で改善した方が良い場所
　潺市内の景観を魅力的にするためのアイデア
　潸景観に対する思いや日ごろ感じていること
などをはがきまたは電子メール（市のホームページの新着情報を
参照）でお送りください。多くのご意見をお待ちしています。
● 問合先　都市計画課

地　区　名
帷子
春里・姫治
土田・今渡・川合
下恵土・広見・中恵土
平牧
兼山
桜ケ丘
久々利
広見東

期　　日
１１月２０日（月）
１１月２１日（火）
１１月２２日（水）
１１月２７日（月）
１１月２８日（火）
１１月２９日（水）
１１月３０日（木）
１２月５日（火）
１２月６日（水）

場　　所
帷子公民館
春里公民館
今渡公民館
広見公民館ゆとりピア
平牧公民館
商工会館研修室
桜ケ丘公民館
久々利公民館
広見東公民館

●時間　午後７時～９時

このように倒れてしまいます
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●
期
日
　
１１
月
１８
日
（
土
）
、
１９
日
（
日
）

●
時
間
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
３
時
（
両

　
日
）

●
場
所
　
花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園
（
第
２５
回

　
可
児
農
業
祭
会
場
内
）

●
内
容
　
○
木
造
住
宅
や
建
築
物
の
耐
震
診

　
断
・
補
強
工
事
に
関
す
る
無
料
相
談
、
無

　
料
簡
易
耐
震
診
断
　
○
高
齢
者
向
け
住
宅

　
の
改
修
・
支
援
制
度
に
関
す
る
無
料
相
談

●
対
象
者
　
木
造
住
宅
・
建
築
物
の
所
有
者
、

 

高
齢
者
と
同
居
し
て
い
る
人

●
定
員
　
先
着
順

●
相
談
員
　
（
社
）
岐
阜
県
建
築
設
計
事
務

　
所
協
会
会
員

●
相
談
料
　
無
料

※
木
造
住
宅
の
無
料
簡
易
耐
震
診
断
を
希
望

　
さ
れ
る
人
は
、
ご
自
宅
の
確
認
申
請
図
面

　
等
の
図
面
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
問
合
先
　
建
築
指
導
課

 

市
は
、
新
成
人
の
門
出
を
祝
い
、
平
成
１９

年
可
児
市
成
人
式
を
次
の
よ
う
に
開
催
し
ま

す
。

●
期
日
　
１９
年
１
月
７
日
（
日
）

●
時
間
　
午
後
１
時
〜
（
受
け
付
け
は
正
午

　
〜
午
後
零
時
４５
分
）

●
場
所
　
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下
恵
土
）

●
対
象
者
　
昭
和
６１
年
４
月
２
日
〜
６２
年
４

　
月
１
日
生
ま
れ
の
人

〔
申
込
方
法
〕

市
内
に
住
所
の
あ
る
人

 

往
復
は
が
き
で
案
内
し
ま
す
の
で
、
出
席
・

　
欠
席
を
明
記
し
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い

市
外
に
住
所
の
あ
る
人

 

参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、
１２
月
１５
日

　
（
金
）
ま
で
に
、
①
生
涯
学
習
課
ま
た
は

　
各
連
絡
所
に
備
え
付
け
の
参
加
申
込
書
に

　
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
す
る
か
、
②

　
電
子
メ
ー
ル
に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

　
卒
業
中
学
校
を
明
記
し
て
、
電
子
メ
ー
ル

　syogaigakusyu@
city.kani.gifu.jp

へ
送

　
付
す
る
か
、
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込

　
ん
で
く
だ
さ
い

▽
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス

　http://w
w
w
.city.kani.gifu.jp/

か
ら
も
申

　
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す

▽
当
日
は
、
先
着
順
に
受
け
付
け
て
座
席
を

　
指
定
し
ま
す
。
友
人
と
一
緒
に
着
席
を
希

　
望
す
る
場
合
は
、
早
め
に
受
け
付
け
へ
一

　
緒
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
会
場
の
都
合
に

　
よ
り
希
望
に
沿
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
）

　
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

 

●
期
日
と
場
所
　
○
１１
月
８
日
、１２
月
１３
日
、

　
２７
日（
い
ず
れ
も
水
曜
日
）＝
福
祉
セ
ン
タ
ー

　（
今
渡
）　
○
１１
月
２２
日（
水
）＝
総
合
会
館

●
時
間
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時
（
１２

　
月
１3
日
は
正
午
ま
で
）

●
場
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）

　
申
込
・
問
合
先
　
（
財
）
岐
阜
県
産
業
経

　
済
振
興
セ
ン
タ
ー
蕁
０
５
８
（
２
７
７
）

　
１
０
９
６
、
ま
た
は
可
児
商
工
会
議
所
蕁

　
烋
０
０
１
１

木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
補
強
工
事
等

無
料
相
談
会
を
開
催

可
児
市
成
人
式

市
外
在
住
者
は
参
加
申
込
み
を

無
料
移
動
相
談
窓
口

創
業
か
ら
経
営
に
関
す
る

 

　
　
疑
問
に
お
応
え
し
ま
す

悪質商法にご注意を！
　消費生活トラブル防止のため、県民生活相談センターから訪
問販売等に関する注意情報がありましたので、お知らせします。
自宅の風呂が温泉に変わるという「石」を３０万円で売り付ける、
まやかし商法！！
　最初に「換気扇を１０００円で掃除する」と電話をかけてきて、
掃除後に「汚れている壁や天井も掃除すると９万円掛かるが、
この「石」を買えば掃除は無料になる」と売り付けるものです。
《一言助言》
　換気扇の掃除を口実に家に入り込み、温泉の話で気を引き、
その上、高齢者の苦手な壁・天井の掃除を無料にして、高い買
物をさせる手口です。
　石の温泉効果は全く信用できません。キッパリ断りましょう。
　石のほかに浄水器や健康食品でも被害があります。
展示会に行くたびに、着物など次から次に買わされる接待商法！！
　高齢者を着物などの展示会に勧誘し、高価な着物・スーツ・
宝石と次から次と買わされる被害です。商品を買うと、食事会、
観劇等に招待しおだてます。その上で、ほかの商品を購入させ
る手口です。
《一言助言》
　「見るだけでいいから」と展示会に勧誘接待をし、機嫌をとっ
て契約させるものです。招待は高い商品を買わせるためのわな
です。
　一度契約すると次から次へと勧誘されます。キッパリと断りま
しょう。
※困ったときや心配な場合は、市の消費生活相談窓口をご利
　用ください。（２１ページ「相談」に掲載）

●問合先　商工観光課

野外民族博物館リトルワールドでは、裏面の優待
券を利用すると、可児市民に限り入館料の特別
割引を実施します。
秋のイベント情報
☆11月26日まで
　「ファンタジック・イリュージョン・サーカス」
　「屋台ＥＸＰＯ～世界のお好み焼き～」
☆11月11日～26日　「ヨーロッパ・ワイン祭り」
※駐車料金は別途必要。
　（普通車800円、12月は500円）
●問合先　野外民族博物館リトルワールド
　　　　　蕁０５６８烝５６１１

昨年の成人式の様子
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収集地区  金物類・
 粗大ごみ

缶
ペットボトル
トレー資源 

中恵土・下恵土・禅台寺・
徳野南・平貝戸・明智・
石森・石井

今渡・土田

菅刈・西帷子・緑・鳩吹台・
若葉台・虹ケ丘

東帷子・愛岐ケ丘・長坂・
光陽台・長洞・帷子新町

川合・川合北・谷迫間・
清水ケ丘・日本ランド・
美里ケ丘・坂戸・矢戸・
塩・塩河・室原・坂戸台

久々利・羽崎・二野・
緑ケ丘・羽生ケ丘・瀬田・
柿田・しらさぎ・渕之上・兼山

下切・北姫ニュータウン・
みずきケ丘・今・広眺ケ丘・
広見

桜ケ丘・皐ケ丘・桂ケ丘・
小滝苑・柿下・大森・
松伏・大森台・星見台
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29貉 22貉

30貅 16貅

13豺 20豺

16貅 30貅

22貉 29貉

21貂 28貂

10貊 17貊

17貊 24貊

11月のごみ・リサイクル資源収集日

e-Taxでらくらく送信

　
現
在
の
社
会
で
は
、
家
庭
や
地
域
内
に
お

け
る
子
育
て
の
力
が
低
下
し
つ
つ
あ
り
、
好

ま
し
く
な
い
家
庭
環
境
に
置
か
れ
て
い
る
子

ど
も
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

 

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
に
温
か
い
健
全

な
家
庭
環
境
を
提
供
す
る
里
親
制
度
（
専
門

里
親
・
養
育
里
親
・
親
族
里
親
ま
た
養
子
縁

組
希
望
の
里
親
）
が
あ
り
ま
す
。

 

そ
こ
で
、
里
親
制
度
を
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
、
里
親
経
験
者
と
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ

ー
職
員
の
説
明
に
よ
る
「
里
親
を
求
め
る
活

動
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日
　
１１
月
１９
日
（
日
）

●
時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

●
場
所
　
御
嵩
町
役
場
北
庁
舎
（
御
嵩
町
御

　
嵩
）

●
申
込
方
法
　
１１
月
１７
日
（
金
）
ま
で
に
、

　
中
濃
地
方
里
親
会
事
務
局
（
中
濃
子
ど
も

　
相
談
セ
ン
タ
ー
内
）
に
電
話
（
蕁
澪
３
１

　
１
１
）
す
る
（
平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後

　
５
時
の
間
で
受
け
付
け
）

※
当
日
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

 

問
合
先
　
同
事
務
局

 

１１
月
９
日
か
ら
１５
日
ま
で
の
一
週
間
は
、

全
国
一
斉
「
秋
の
火
災
予
防
運
動
」
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
空
気
の
乾
燥
し
た

日
が
多
く
な
り
ま
す
。
火
の
元
に
は
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　
問
合
先
　
同
組
合
予
防
課
蕁
濟
０
５
１
５

 

公
売
予
定
物
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
日
程
Ａ
（
可
児
市
・
関
市
・
白
川
町
内
の

　
物
件
）

▽
日
時
　
１２
月
５
日
（
火
）
午
後
２
時
〜

▽
場
所
　
可
茂
総
合
庁
舎
（
美
濃
加
茂
市
古

　
井
町
）

▽
可
児
市
内
の
物
件
（
１
件
）

・
広
眺
ケ
丘
（
宅
地
）
３
９
９
㎡

 

　
　
　
　
（
建
物
）
１
０
５
㎡

●
日
程
Ｂ
（
郡
上
市
内
の
物
件
）

▽
期
日
　
１２
月
６
日
（
水
）
午
後
２
時
〜

▽
場
所
　
郡
上
総
合
庁
舎
（
郡
上
市
八
幡
町
）

 

公
売
予
定
物
件
は
、
公
売
取
り
止
め
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

詳
し
く
は
、
各
問
い
合
わ
せ
先
の
窓
口
に

お
い
て
あ
る
チ
ラ
シ
、
ま
た
は
県
・
各
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
問
合
先
　
市
税
務
課
、
中
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〈料　　金〉
大人 １１００円（通常1600円）
シルバー （６５歳以上）８００円（通常1200円）
高校生 ６００円（通常1000円）
小中学生 ４００円  （通常600円）
幼児 ２００円  （通常300円）

※チケット一枚につき、５人まで有効。
※ほかの割引との併用は不可。また、コピー
　不可。

有効期限　平成18年11月１日～12月30日

e-Taxホームページ www.e-tax.nta.go.jp

申告も納税も、e-Taxで

インターネット

申告 納税 申請・届出

自宅やオフィス
税理士事務所などから

e-Tax（国税電子申告・納税システム）を利用するには、
事前に開始届出書の提出、電子証明書の取得などが必要です。

源泉所得税の毎月納付分、
消費税の中間申告・納付など、
ご利用機会の多い手続は特に便利！

イータ君

所得税、法人税
消費税、酒税、印紙税

全税目

●問合先　多治見税務署蕁０５７２澤０１０１



21 広報かに ２００６．１１．１

期　　日

回収団体

回収品目

収集時間
場　　所

１１月２６日（日）

可児市生活学校
瓶、缶、ペットボトル、トレー、
発泡スチロール、紙類
（新聞とチラシは別にする）

午前９時～11時の間に
総合会館分室駐車場
（ＪＲ可児駅西）へ

資源集団回収にご協力を

期　　日

回収団体

収集時間 午前８時までに

回収品目

収集持参
場　　所

１１月２６日（日）

東明小学校ＰＴＡ

新聞、雑誌、チラシ、
ダンボール、牛乳パック、古着

久々利公民館、平牧公民館、
東明小学校駐車場

ＰＴＡ資源集団回収 

11月の税金

※１１月３０日までに納めましょう。

　
　

　国民健康保険税
●
　介護保険料

6期

あこがれママ教室

母子健康手帳交付
BCG

離乳食モグモグ教室

景観相談

法律相談

心配ごと相談

ことば・発達相談

発達と教育の相談会

消費生活相談

住宅（建築）相談

生涯楽習相談

献血

ポリオ

乳児健康診査・離乳食相談

３歳児健康診査

３種混合（初回・追加）

●対象者　生後３カ月以上９０カ月
未満で、百日せきにかかったことの
ない子（３～８週間の間隔で３回接
種）　※初回（３回目）終了後１年
～１年半の間隔で追加接種を受けて
ください。

●期日　１１月１７日（金）　●受付
時間　９時３０分～１時、２時～４
時　●場所　工業団地協同組合（姫
ケ丘）　※４００ｍｌ献血にご協力くだ
さい。

●期日　１１月２０日（月）　●受付時
間　１時～１時１５分　●場所　保
健センター　●対象者　１５年１０月
１６日～３１日生まれ

●期日　○２課＝１１月１７日（金）
○３課＝１１月２４日（金）　●受付
時間　９時～９時１０分　●場所
保健センター　●内容　○２課＝歯
の衛生（歯ブラシ、手鏡、コップを
持参）、妊婦体操（運動のできる服
装、飲み物を持参）　○３課＝臨月
からお産、乳房の手当て

●期日　毎週金曜日　●受付時間
９時１５分～９時３０分　●場所　保
健センター

●期日　１１月２１日（火）　●受付時
間　１時～１時１５分　●場所
保健センター　●対象者　１８年７月
１日～１５日生まれ

●対象者　生後３カ月から９０カ月
未満の乳幼児　※２回目投与は、１
回目との間隔を６週間以上空けてく
ださい。
　

●期日　１１月１７日（金）　●受付
時間　１時３０分～１時５０分　●場
所　保健センター　●対象者　１８
年８月１日～１５日生まれ　※ＢＣ
Ｇ前後４週間は、ほかの予防接種を
受けないでください。対象者には個
別で通知します。

●期日　１１月３０日（木）　●受付時
間　９時４５分～１０時　●場所　総
合会館（市役所向かい）　●対象者
離乳中期以降の子どもを持つ人
●持ち物　エプロン、三角きん、手
ふき　●申込締切　１１月２２日（水）
●申込先　健康増進課

●期日と場所　○１１月１２日（日）＝
文化創造センター（下恵土）　○１１
月２０日（月）＝市役所１階相談室
●時間　１時～４時　※子どもボ
ランティア相談も受け付けます。
●問合先　生涯学習課

●期日　毎週火曜日　●時間　１時
～４時　●場所　福祉センター（今
渡）　●問合先　市社会福祉協議
会　蕁烝１５５５

●期日と場所　○毎週月・水・金曜日
＝市役所１階相談室　※１１月１７日（金）、
２０日（月）は商工観光課　●時間
９時３０分～２時３０分　●問合先　商
工観光課

●日時　平日の３時３０分～４時３０分の
間に電話で受け付け、予約　●場所　養
護訓練センター（可児警察署西）　●申
込・問合先　同センター　蕁烟０２５５

●日時　○緑化＝１１月１４日（火）２
時～４時　○デザイン・色彩＝１１
月１６日（木）９時３０分～１１時３０分
●場所　市役所１階相談室　●申
込方法　都市計画課へ電話で予約
する　●問合先　同課

●期日　１１月１４日（火）　●受付
時間　１時～２時　●場所　福祉
センター　●問合先　まちづくり
推進課

●期日　１１月１７日（金）　●時間
１時～４時　●場所　市役所１階
相談室　※耐震、住宅性能表示制度、
保証制度などの相談も受け付けます。
●問合先　建築指導課

●期日　１１月１５日（水）　●時間
１時３０分～３時３０分　●場所　総
合会館分室（ＪＲ可児駅西）　●申
込方法　各幼稚園、各保育園、小中
学校に備え付けの相談申込書で申し
込むか、教育研究所へ電話で予約する
●問合先　同研究所　蕁烙４８４１

　乳児健診・３歳児健診と保健セ
ンターで行われる予防接種の番号
札は、午前８時３０分から受付に用
意しています。番号札を利用する
場合は、母子健康手帳を持参の上、
お越しください。　
●問合先　健康増進課

期日 受付時間 場　　所

１１/１４（火）

２１（火）
２時～２時３０分

中恵土公民館

川合公民館

期日 受付時間 場　　所

１１/１６（木）

２４（金）
２時～２時３０分

下恵土公民館

姫治公民館



「女性に対する暴力をなくす運動」

太郎（日本語）

José
（ポルトガル語）

Emily
（英語）

太郎 & José & Emilyの研修も終わり、二人は帰国することになりました。空港で･･･

  ボア       ヴィアジェン　       ボア　  ソルテ
Ｂｏａ ｖｉａｇｅｍ! 　Ｂｏａ ｓｏｒｔｅ!

   ハブ      ア   グレイト    トリップ   アイ  ウィッシュ   ユー     ラック  
Ｈａｖｅ ａ ｇｒｅａｔ ｔｒｉｐ.   Ｉ  ｗｉｓｈ ｙｏｕ ｌｕｃｋ! 

No.10

可児市在住の外国人：34カ国6,455人
　　　　　（平成18年10月1日現在）　

男女共同

●問合先　まちづくり推進課

ジョゼ エミリー

よい旅を。幸運を祈るよ！

　11月12日から25日は、「女性に対する暴力をなく
す運動」期間です。男女が社会の対等なパートナー
としてさまざまな分野で活躍するためには、その前
提として、女性に対する暴力は絶対にあってはなら
ないことです。
 東北大学教授の沼崎一郎さんは『なぜ男は暴力を
選ぶのか』という著書の中で、「こわがらせ、あや
つる」力を使って、妻や子ども、彼女をコントロー
ルしようとする夫や彼氏を『バタラー』と称してい
ます。そのバタラーには８つの特徴があります。
１.ソトヅラとウチヅラは大違い
２.ウソとゴマカシが得意
３.妻を非難し、責任逃れを図る
４.いろんな力を使って、妻をコントロールしようと
　する

５.嫉妬心と所有欲が強い
６.子どもを犠牲にする
７.酒や薬物のせいにする
８.バタラーはなかなか変わ
　ろうとしない
 体力的にも、経済的にも、
男と女に大きな「力の差」
がある家族（恋人関係）では、どうしても弱い女
性は強い男性にコントロールされがちです。
 もしも、あなたが女性や子どもがＤＶ被害を受
けている様子を目にしたり、内緒の打ち明け話を
聞いたら、市役所または岐阜県配偶者暴力相談支
援センター蕁０５８（２７４）７３７７にお知ら
せください。被害者と家族の生命の安全を確保し
てください。
●問合先　総合政策課

　これからの季節、温かいお風呂に入ると、心も体も
ほっとしますよね。でも、11月～３月の寒い時期には、
高齢者の入浴中の事故がたくさん起こっています。そ
こで、安全に入浴するために、知っておきたいポイン
トをご紹介します。
 
・一番風呂は避けましょう
 昔から「さら湯は身に毒」という言葉があるくらい、
一番風呂は高齢者や体力のない人には負担になるもの
です。家族が入った後の二番風呂以降に入るとよいで
しょう。
 
・冬場の浴室と脱衣所の温度差にもご用心
 人の身体は寒いところでは、血管が縮み血圧が上が
ります。逆に、ほどよい温かさに対しては、血管が開
くようになっています。ひんやりした脱衣所→少し暖
かい浴室→さらに熱い湯舟へ。この段階ごとに血圧は

急激に上がったり下がったりします。脱衣所はあらか
じめ暖めておき、浴室は入浴前に壁や床に温水を掛け
たり、浴槽のふたをとって湯気で暖めておくなど、温
度差をなくす工夫をするとよいでしょう。湯舟の温度
は、37℃～40℃のぬるめがリラックス効果があり、ま
た、体に負担を掛けないためにもよいでしょう。
 
・水分補給もしっかりと
 入浴は、たくさんの水分を失います。ひどいときは
脱水症状になったり、血液の粘度が増して血液の固ま
りができ、血管がつまる原因になることもあります。
入浴前後には、コップ２～３杯の水分を取るように心
掛けましょう。

●問合先　健康増進課

高齢者のお風呂安全講座高齢者のお風呂安全講座高齢者のお風呂安全講座
No.10

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク

22
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　紅葉の美しい季節になりました。
　昔、京都のお寺巡りが好きで、幾度か友
人と洛北の寺院を散策しました。新緑の境
内も風情がありましたが、紅葉と古いお寺
の息をのむような美しいコントラストが今
も心に残っています。先日、久しぶりにテレ
ビで紅葉の中に佇む寺院を見て、当時の感
動がよみがえりました。ここ数年、時間にも
気持ちにも余裕がなく、京都散策どころか、
身近な可児市の四季折々の自然の美しさ
さえ目に入っていなかったことに気づき、し
ばし反省しました。
　可児市内にも、可児川下流自然公園や身
隠山など紅葉の美しい場所はたくさんあり
ます。この秋は、日常の忙しさに振り回され
るだけでなく、少し心にゆとりを持って、可
児市内の紅葉を楽しみたいと思っています。
市内の隠れた紅葉の名所をご存知でしたら、
ご一報ください。（里）

広報かには、ボランティアグループに
より音訳されています。音訳版の広
報を希望する人は、市政情報課にご
連絡ください。

編集後記

●「市史編さん室からパート９」展
　１１月８日（水）～１１月１９日（日）（本館）
●「手づくり絵本大賞受賞作品」展
　１１月２２日（水）～１２月６日（水）（本館）
●「素敵なビーズ細工とわんこの肖像画」展
　１１月２２日（水）まで（帷子分館）
●「デコパージュ」展
　１１月２２日（水）まで（桜ケ丘分館）

『狼花（新宿鮫９）』
　大沢在昌／著（光文社）
『芥子の花』
　西條奈加／著（新潮社）
『求愛』
　柴田よしき／著（徳間書店）
『ウロボロスの純正音律』
　竹本健治／著（講談社）
『ダブル』
　永井するみ／著（双葉社）
『ブルー・ローズ』
　上下　馳星周／著（中央公論新社）
『天地人』
　上下　火坂雅志／著（日本放送出版協会）
『コルセット』
　姫野カオルコ／著（新潮社）
『ありふれた魔法』
　盛田隆二／著（光文社）

図書館だより
本　　　館　蕁烝5120
　　　　　　（火曜～金曜　午前10時～午後７時）
　　　　　　（土曜・日曜　午前10時～午後５時）
帷 子 分 館　蕁烽8530
桜ケ丘分館　蕁焉3473
　　　　　　（分館は全日　午前9時～午後5時）
http：//www.tosyokan.kani.gifu.jp/

展示のご案内

【日時と場所】

〇本館＝毎週土曜日午後２時～、第２・４木曜日午前１１時

　～（幼児向け）

〇帷子分館＝毎週土曜日午後２時～、第２・４木曜日午前

　１０時３０分～（幼児向け）

〇桜ケ丘分館＝毎週土曜日午前１１時～

【内容】絵本の読み聞かせ、お話、紙芝居、本の紹介など

かにっ子タイム

新しく入った本

休館日

M E D I A 　 I N F O R M A T I O N

楽しい音楽とともに、市からの情報を提供しています。
ぜひお聞きください。

「FMでんでん」にて放送！

76．8MHｚ 毎週月～金曜日●FMでんでん
午前9時～9時１５分
午後5時～5時１５分（再放送）

毎日7:30・12:00・19:00・20:30・22:00
（土・日曜日は14:00にも放送）
※番組の内容や時間は変更することがあります。

　１０月から一部の公民館でヘルスアップ教室が
始まりました。この機会に、もう一度介護予防
について考えてみましょう。
★シリーズ：好きなのはカニダー

11／4（土）～10（金）

●介護予防でみんな生き生き

　市民の代表として、予算や条例など市政運営
について話し合い、決定する市議会。その仕組
みを紹介します。
★シリーズ：図書館だより

11／11（土）～17（金）

●市議会ってどんなところ？

　１１月は「全国青少年育成強調月間」です。青
少年の健全育成のためさまざまな活動をする推
進員の活躍をご覧ください。
★シリーズ：学校めぐり

11／18（土）～24（金）

●うるおいライフ

　１１月１２日に花フェスタ記念公園で開催され
る「可児バラまつり２００６」の模様をお伝え
します。
★シリーズ：きて！みて！アーラ

11／25（土）～12／１（金）

●バラのまち可児へようこそ

KANI city インフォメーション

ケーブルテレビ可児 （アナログ7ch、デジタル177ch ）で毎日放映中！！

●11／14（火）
　可児川苑 ………………………1:30～2:00
　日本ランド公民館 ……………2:10～2:30
　帷子小学校 ……………………2:50～3:30
　ふれあいセンター長坂 ………3:40～4:30
●11／15（水）
　柿下公民館 ……………………1:30～2:00
　緑ケ丘二丁目バス停 …………2:10～2:50
　広見東連絡所・公民館 …………3:05～3:30
　東明小学校 ……………………3:45～4:30
●11／17（金）
　奥山台あすなろ公園 …………1:30～2:05
　松伏団地 ………………………2:20～2:50
　旭小学校 ………………………3:10～4:30
●11／21（火）
　みずきケ丘三丁目公園 ………1:30～2:00
　今公民館 ………………………2:10～2:40
　清水ケ丘集会所 ………………2:55～3:30
　南帷子小学校 …………………3:45～4:30
●11／22（水）
　福寿苑 …………………………1:30～2:00
　大平公民館 ……………………2:15～2:45
　広見小学校 ……………………3:05～3:50
　しらさぎ団地 …………………4:05～4:30

【本館および帷子分館】　毎週月曜日および11月３日（祝）、
　23日（祝）、24日（金）
【桜ケ丘分館】　毎週月曜日（ただし６日は開館）および
　11月３日（祝）、５日（日）、23日（祝）、24日（金）　
※11月５日（日）の桜ケ丘分館は、桜ケ丘ハイツ秋まつり
　のため臨時休館します。
※11月24日（金）は館内整理日です。

高齢者のお風呂安全講座

広報かに ２００６．１１．１



晩秋の黄昏時は、特に郷愁を誘います。
温かい家の夕げ・落ち葉焚きなど、懐かしい香りと思い出がよ
ぎります。
（太田橋から見た夕日）

市の人口　101,649人（男／50,590人　女／51,059人）　世帯数　36,751世帯　（10月１日現在）
　　　　　　（前月より30人増、昨年同月より507人増）

編集・発行／可児市役所　〒509-0292　岐阜県可児市広見一丁目1番地　蕁（0574）烝1111　蕭（0574）烋0345　URL http://www.city.kani.gifu.jp/

　

沈む夕日

広報かには古紙配合率１００％・白色度８０％再生紙を使用し、
地球に優しい大豆油１００％のインキで印刷されています。VOC成分

ゼロ 

表紙の人
　渡邉裕紀 さん
　（蘇南中学校　体育館にて）

No.584 2006年11月1日号

　今年１２月に開催される全国都道府県対抗中学バレー

ボール大会に出場する岐阜県チームの１２名のメンバー

に選ばれました。バレーボールは、お兄さんの影響で中

学に入ってから始め、３年生となった今年の夏は男子バ

レーボール部キャプテンとして活躍しました。身長１７８袍・

垂直跳び約７５～８０袍という高い身体能力もさることな

がら、ひたむきに努力するところが最大の長所と顧問を

務める笠嶋教諭は評します。これからは、大会に向けて

東海各地への遠征試合に忙しくなる渡邉君、目標とする

選手は２００６ワールドリーグ出場メンバーの越川優選手

だそうです。これからもバレーに打ち込み、高校でも県

選抜選手になれるよう頑張りますと抱負を語りました。

１０９熱中シリーズ○
バレーボール（川合）　
渡邊裕紀さん（蘇南中学校３年）


